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近
代
日
本
研
究
第
二
十
九
巻

(

二
〇
一
二
年)

論
説

人
体
、
電
気
、
放
射
能

明
石
博
高
と
松
本
道
別
に
み
る
不
可
秤
量
流
体
の
概
念奥

村

大

介

蒸
汽
済
人

電
気
伝
信

福
沢
諭
吉

『

西
洋
事
情』

(

一
八
六
六)

は
じ
め
に

本
稿
は
日
本
の
明
治
期
か
ら
昭
和
前
期
に
か
け
て
主
張
さ
れ
た
或
る
独
特
の
自
然
観
・
人
体
観
を
、｢

電
気｣

｢

放
射
能｣

｢

不

可
秤
量
流
体｣

と
い
う
科
学
的
概
念
に
注
目
し
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
西
欧
科
学
思
想
受
容
期
に
特
有
の
綺
想
的

な
思
想
文
化
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
東
京
や
帝
国
大
学
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
か
ら
は
遠
い
、
い
わ
ば
辺
縁
に
あ
っ
た
二
人
の
人
物
、

京
都
の
医
師
・
明
石
博
高
、
東
京
の
霊
術
家
・
松
本
道
別
を
通
し
て
描
き
出
さ
れ
る
、
日
本
近
代
の
一
側
面
で
あ
る
。
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本
稿
で
は
ま
ず
第
一
章
で
日
本
の
伝
統
思
想
と
幕
末
以
降
に
導
入
さ
れ
た
西
欧
の
近
代
科
学
思
想
の
関
係
を
概
観
す
る
。
つ
い

で
第
二
章
で
本
稿
の
中
心
テ
ー
マ
と
な
る

｢

不
可
秤
量
流
体｣

と
い
う
科
学
思
想
史
上
の
重
要
概
念
に
つ
い
て
概
説
す
る
。
第
三

章
で
は
そ
の
不
可
秤
量
流
体
概
念
の
日
本
で
の
受
容
の
状
況
を
、
第
四
章
で
は
電
気
と
放
射
線
の
神
秘
主
義
的
受
容
に
触
れ
る
。

そ
し
て
第
五
章
で
本
稿
の
中
心
と
な
る
明
石
と
松
本
の
思
想
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
い
う
構
成
を
と
る
。
明
石
と
松
本
に
た
ど
り

着
く
ま
で
の
前
置
き
が
い
さ
さ
か
長
く
な
る
が
、｢

不
可
秤
量
流
体｣

概
念
と
そ
の
日
本
で
の
受
容
史
と
い
う
比
較
的
特
殊
な
主

題
を
対
象
と
す
る
た
め
、
諒
と
さ
れ
た
い
。
第
一
章
か
ら
第
四
章
ま
で
は
日
欧
米
の
比
較
科
学
文
化
史
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
で

あ
ろ
う
。

一

伝
統
思
想
と
近
代
科
学
思
想

日
本
近
代
の
科
学
思
想
は
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
か
。
歴
史
的
に
み
る
な
ら
ば
、
英
・
米
・
独
・
仏
・
蘭
な
ど
西
欧
各
国

に
由
来
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
科
学
思
想
が
、
制
度
化
さ
れ
た
概
念
装
置
が
な
い
段
階
の
知
的
世
界
に
無
秩
序
な
奔
流
の
よ
う
に
流
れ

込
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
の
が
、
日
本
近
代
の
科
学
思
想
の
原
型
で
あ
っ
た
。
欧
米
由
来
の
さ
ま
ざ
ま
な
科
学
思
想
は
、

翻
訳
さ
れ
、
紹
介
さ
れ
、
断
片
化
さ
れ
た
形
で
近
代
日
本
の
知
的
世
界
に
移
動
さ
れ
、
そ
の
世
界
の
な
か
で
、
欧
米
に
お
い
て
は

存
在
し
な
か
っ
た
関
係
性
が
作
ら
れ
、
新
た
な
意
味
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
こ
に
起
き
た
の
は
、
個
々
の
思
想
の
移
植
で
は
な
く
、

個
々
の
思
想
が
互
い
に
関
係
を
も
つ
た
め
の
新
た
な
言
説
空
間
が
日
本
語
で
形
成
さ
れ
た
と
い
う
出
来
事
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
言
説
空
間
で
は
古
来
の
思
想
と
西
欧
科
学
思
想
が
混
交
体
を
生
じ
、
合
理
性
と
神
秘
性
、
普
遍
性
と
特
殊
性
、
近
代
と
前
近
代
、

科
学
と
科
学
外
、
西
欧
と
日
本
と
の
往
還
と
い
っ
た
現
象
が
し
ば
し
ば
起
こ
っ
て
い
る
。

310



二
、
三
の
例
を
挙
げ
よ
う
。
明
治
期
の
医
師
・
石
塚
左
玄

(

一
八
五
一

[

嘉
永
四]

―
一
九
〇
九

[

明
治
四
二])

の
栄
養
理
論

は
〈
食
養
〉
と
呼
ば
れ
る
。
食
養
に
お
い
て
は
、
伝
統
的
な
漢
方
医
学
で
陽
性
の
食
品
と
さ
れ
て
き
た
も
の
を
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
イ

オ
ン
の
多
い
も
の
に
分
類
し
、
陰
性
の
食
品
と
さ
れ
て
き
た
も
の
を
ア
ル
カ
リ
・
イ
オ
ン
を
多
く
含
む
食
品
に
分
類
し
、
も
っ
て

〈
夫
婦
ア
ル
カ
リ
の
説
〉
と
名
付
け
た
。
こ
れ
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
塩
を
夫
、
カ
リ
ウ
ム
塩
を
妻
に
な
ぞ
ら
え
た
も
の
で
あ
り
、
二
種

の
イ
オ
ン
を
漢
方
医
学
の
背
景
を
成
す
易
学
の
陰
陽
説
に
対
応
さ
せ
た
理
論
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ
る
い
は
、
進
化
論
の
受

容
に
大
き
な
貢
献
の
あ
っ
た
生
物
学
者
・
丘
浅
次
郎

(

一
八
六
八

[

明
治
元]

―
一
九
四
四

[

昭
和
一
九])

は
、
進
化
思
想
か

ら
帰
結
す
る
と
彼
が
主
張
す
る
人
類
の
破
局
的
な
未
来
像
を
仏
教
の
無
常
思
想
に
重
ね
て
い
る
。
時
代
を
下
れ
ば
、
第
二
次
大
戦

直
前
か
ら
戦
中
に
喧
伝
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
〈
日
本
的
科
学
〉
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
の
主
張
は
、
通
常

｢

普
遍
的｣

な
も
の

と
み
ら
れ
る
自
然
科
学
を
日
本
と
い
う
固
有
の
歴
史
的
・
民
族
的
文
脈
に
置
き
、
日
本
人
の
精
神
性
に
即
し
た
独
自
の
科
学
を
つ

く
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
、
代
表
的
な
論
者
で
あ
る
生
理
学
者
の
橋
田
邦
彦

(

一
八
八
二

[

明
治
一
五]

―
一
九
四
五

[

昭
和

二
〇])

は
、
禅
仏
教
の
概
念
に
通
じ
て
お
り
、
仏
教
的
な

｢

物
心
一
如｣

の
全
体
論
で
西
欧
生
理
学
の
全
体
論

ホ
ー
リ
ズ
ム

を
読
み
変
え
、

さ
ら
に
は
そ
れ
を
国
粋
主
義
的
全
体
主
義
に
結
び
つ
け
た
。

む
ろ
ん
、
近
代
の
科
学
思
想
の
黎
明
期
に
、
前
近
代
的
な
思
想
が
科
学
と
の
混
交
体
を
生
じ
る
こ
と
は
西
欧
世
界
で
も
起
こ
っ

て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
を
経
た
啓
蒙
＝
光

リ
ュ
ミ
エ
ー
ル

の
世
紀
の
末
期
に
は
、
理、
性、
を、
信、
仰、
・
崇、
拝、
す、
る、
と
い
う
〈
至
高
存
在
の
祭
典
〉

(F
� te

de
l��

tre
Supr� m

e)

な
る
も
の
が
パ
リ
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
ロ
マ
ン
主
義
の
時
代
に
な
る
と
、
啓
蒙
理
性
が

照
ら
し
出
し
た
科
学
的
概
念
に
よ
っ
て
人
間
の
精
神
や
神
の
顕
現
と
い
っ
た
伝
統
的
な
哲
学
・
神
学
上
の
テ
ー
マ
が
翻
訳
さ
れ
る
。

こ
れ
を
ロ
マ
ン
主
義
か
ら
自
然
主
義

(

そ
こ
に
は
自
然
科
学
主
義
と
呼
び
う
る
成
分
が
含
ま
れ
る)

へ
の
移
行
期
の
現
象
と
み
て

も
よ
い
。
前
世
紀
の
ガ
ル
ヴ
ァ
ー
ニ

(Luigi
G
alvani,1737-1798)

や
フ
ラ
ン
ク
リ
ン

(B
enjam

in
Franklin,1706-1790)

人体､ 電気､ 放射能
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ら
に
よ
る
電
気
学
の
発
展
を
受
け
て
、
一
九
世
紀
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
の
詩
人
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス

(N
ovalis,

1772-1801)

は
人

間
精
神
の
本
体
や
世
界
の
根
源
を
電
気
火
花
の
放
電
現
象
だ
と
考
え
、
哲
学
者
バ
ー
ダ
ー

(Franz
X
aver

von
B
aader,

1765-

1841)
は
雷
の
電
光
に
神
の
顕
現
を
見
た
。

だ
が
、
日
本
近
代
に
起
こ
っ
た
現
象
の
な
か
に
は
、
こ
う
し
た
例
よ
り
も
一
層
複
雑
で
、
は
る
か
に
胡、
乱、
な、
も、
の、
が
あ
る
。
出

自
も
論
理
的
水
準
も
ま
っ
た
く
異
に
す
る
概
念
ど
う
し
が
奇
妙
な
結
合
を
起
こ
し
、
奇
怪
な
学
説
を
産
み
出
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

西
欧
に
お
い
て
は
、
仮
に
も
同
じ
西
欧
文
化
の
な
か
で
の
連
続
性
を
保
っ
た
ま
ま
、
科
学
が
哲
学
・
宗
教
・
文
学
な
ど
と
混
交
し

て
い
る
。
言
い
方
を
変
え
る
な
ら
、
も
と
も
と
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
古
代
か
ら
初
期
近
代
ま
で
、
渾
然
一
体
と
な
っ
た
知
を
形

成
し
た
も
の
が
一
八
世
紀
頃
か
ら
分
化
し
て
学
問
の
諸
領
域
を
形
成
し
、
今
度
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
領
域
の
な
か
で
生
ま
れ
た
概

念
が
、
領
域
相
互
を
横
移
動
し
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
い
わ
ば
も
と
も
と
根
は
一
つ
で
あ
っ
た
も
の
が
相
互
作
用
を
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
で
は
日
本
的
な
思
想
の
上
に
西
欧
近
代
科
学
を
乗
せ
る
と
い
う
二
重
構
造

が
生
じ
た
。
そ
こ
に
日
本
の
特
殊
事
情
が
あ
る
。
我
が
国
の
科
学
史
・
科
学
論
の
研
究
者
は
こ
の
事
情
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て

い
る
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
村
上
陽
一
郎
は
こ
の
あ
た
り
の
経
緯
を

『

日
本
人
と
近
代
科
学』

(

一
九
八
〇)

の
な
か
で
、
概
略
、

次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る

(

１)

。
ま
ず
、
西
欧
近
代
科
学
の
思
想
的
な
基
層
構
造
に
は
、
①
主
観
と
客
観
の
分
離
、
②
擬
人
主
義
の

否
定
、
③
目
的
論
の
排
除
と
機
械
論
的
自
然
観
、
④
自
然
の
支
配
、
⑤
進
歩
の
思
想
、
⑥
個
体
主
義
が
あ
る

(

２)

。
日
本
が
西
欧
近
代

科
学
を
輸
入
し
た
際
は
富
国
強
兵
と
い
う
目
的
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
基
層
構
造
を
な
す
理
念
は
日
本
文
化
の
基
層
に
あ
る
理
念
と

は
大
き
く
相
違
す
る
も
の
だ
が
、
そ
の
相
違
に
は
さ
し
あ
た
り
目
を
つ
ぶ
り
、
技
術
的
知
識
と
し
て
の
み
科
学
を
移
入
し
た
。
だ

か
ら
、
日
本
の
思
想
的
な
基
層
構
造
は
そ
の
ま
ま
保
た
れ
、
そ
の
上
に
技
術
的
体
系
と
し
て
西
欧
近
代
科
学
が
構
築
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
西
欧
近
代
科
学
の
基
層
構
造
と
日
本
の
思
想
文
化
的
な
基
層
構
造
と
は
、
少
な
く
と
も
表
面
上
は
対
立
・
葛
藤
を
生
じ
る
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こ
と
が
な
く
、
そ
れ
は
言
い
換
え
れ
ば
西
欧
近
代
科
学
に
よ
っ
て
日
本
思
想
や
文
化
の
基
層
構
造
が
変
化
を
被
る
こ
と
は
な
か
っ

た
、
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
村
上
の
議
論
を
概
括
す
れ
ば
以
上
の
よ
う
に
な
る
。
要
す
る
に｢

和
魂
洋
才｣

と
か｢

東
洋
道
徳
、

西
洋
芸
術｣

と
い
う
文
化
の
二
重
構
造
を
指
摘
す
る
も
の
で

多
く
の
史
料
の
博
捜
と
緻
密
な
論
理
的
検
討
に
裏
付
け
ら
れ
て

は
い
る
が

さ
ほ
ど
奇
異
な
も
の
で
は
な
く
、
実
際
こ
の
図
式
は
相
当
妥
当
な
も
の
だ
と
今
日
で
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う

(

３)

。

あ
る
い
は
、
渡
辺
正
雄
に
も

『

日
本
人
と
近
代
科
学』

(

一
九
七
六)

と
い
う
題
を
も
つ
著
作
が
あ
り
、
こ
の
な
か
で
は
、
日
本

に
お
け
る
近
代
科
学
の
導
入
な
い
し
は
西
洋
の
学
術
文
化
の
摂
取
に
は
基
本
的
に
三
つ
の
問
題
点
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、｢

①
そ
れ
を
産
み
出
し
た
思
想
的
・
文
化
的
基
盤
を
顧
慮
す
る
こ
と
な
し
に
技
術
的
に
導
入
し
模
倣
し
利
用
し
て
き
た

こ
と
。
②
西
洋
の
学
術
文
化
の
諸
分
野
の
相
互
間
に
わ
た
る
密
接
な
関
連
性
を
顧
慮
す
る
こ
と
な
し
に
、
専
門
細
分
化
し
た
各
分

野
を
個
々
別
々
に
学
び
と
っ
て
来
た
こ
と
。
③
導
入
し
た
西
洋
の
科
学
文
化
と
日
本
在
来
の
も
の
と
の
間
に
何
ら
の
関
連
を
つ
け

る
こ
と
も
な
し
に
、
両
者
を
無
関
係
の
ま
ま
併
存
さ
せ
て
い
る
こ
と

(

４)｣

。
こ
れ
も
大
筋
で
、
間
違
っ
た
見
立
て
だ
と
は
思
わ
れ
な

い
。
た
だ
、
③
の
点
に
つ
い
て
は
疑
義
が
あ
る
。
こ
の
点
は
渡
辺
自
身
も
、
丘
浅
次
郎
が

｢

ド
イ
ツ
で
学
ん
だ
生
物
学
と
進
化
論

を
、
日
本
的
な
無
常
思
想
の
思
考
枠
で
再
構
成
し
て
消
化｣

し
た
こ
と
を
挙
げ
て
、｢

例
外
的
な
ケ
ー
ス｣

と
し
て
い
る

(

５)

。
だ
が
、

村
上
や
渡
辺
が
い
う
よ
う
に
、
西
欧
近
代
科
学
と
日
本
文
化
は
前
者
の
導
入
期
か
ら
近
年
に
い
た
る
ま
で
、
常
に

｢

二
重
構
造｣

で
あ
り
、｢

和
魂
洋
才｣

の
姿
を
と
り
続
け
て
き
た
の
か
。
ま
た
渡
辺
が
い
う
よ
う
に
、
西
洋
の
学
術
文
化
と
日
本
在
来
の
文
化

に
は
何
ら
連
関
を
も
も
た
な
か
っ
た
場
合
が
大
多
数
で
、
丘
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
例
外
に
留
ま
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ど
う
や
ら
そ

う
で
も
な
い
ら
し
い
、
と
い
う
こ
と
を
本
稿
は
示
そ
う
と
す
る
。
日
本
近
代
の
科
学
思
想
の
な
か
で
も
、
通
常
の
科
学
史
の
な
か

で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
い
人
物
、
つ
ま
り
帝
国
大
学
を
中
心
と
す
る
科
学
界
の
表
舞
台
と
は
遠
い
場
所
に
い
た
人
々
の
科
学
思
想

に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
必
ず
し
も
、
そ
う
と
は
言
え
な
い
例
が
み
つ
か
る
。
さ
き
ほ
ど
胡、
乱、
な、
も、
の、
と
書
い
た
の
は
、
ま
さ
に
そ
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の
よ
う
な
事
例
で
あ
る
。
本
稿
の
中
心
と
な
る
二
つ
の
事
例
、
明
石
博
高
と
松
本
道
別
の
思
想
の
分
析
を
通
し
て
、
日
本
近
代
に

お
け
る
西
欧
科
学
の
受
容
に
は
、
村
上
の
述
べ
る
よ
う
な
単
純
な
二
重
構
造
で
は
な
い
混
沌
と
し
た
言
説
が
満
ち
て
お
り
、
こ
の

時
代
の
言
説
空
間
が
一
種
の
混
在
郷

(l�h� t� rotopie)
(

６)

の
様
相
を
呈
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
い
。
こ
の
混
在
郷
の
な
か
で
、

本
稿
が
注
目
す
る
の
は

｢

不
可
秤
量
流
体｣

と
い
う
概
念
で
あ
る
。

二

不
可
秤
量
流
体

不
可
秤
量
流
体

(les
fluides

im
pond� rables)

と
は
、
文
字
通
り
、
重
さ
や
体
積
な
ど
を
計
量
で
き
な
い

し
ば
し
ば
目

に
も
見
え
ず
知
覚
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
さ
れ
る

流
体
の
こ
と
で
あ
る
。
も
と
も
と
西
欧
の
近
世
・
近
代
の
科
学
思
想
の

な
か
で
物
理
・
化
学
・
生
物
現
象
を
説
明
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
概
念
で
あ
り
、
熱
現
象
を
説
明
す
る
た
め
に
想
定
さ
れ
た
カ

ロ
リ
ッ
ク

(le
calorique)

、
燃
焼
現
象
の
説
明
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
フ
ロ
ギ
ス
ト
ン

(le
phlogistique)

、
生
体
の
さ
ま
ざ
ま

な
仕
組
み
の
説
明
原
理
で
あ
っ
た
動
物
精
気

(les
esprits

anim
aux)

、
そ
し
て
光
や
重
力
を
伝
え
る
と
さ
れ
た
も
っ
と
も
普
遍

的
な
流
体
で
あ
る
エ
ー
テ
ル

(l�� ther)

な
ど
、
各
種
の

｢

微
細
な
流
体｣

(les
fluides

subtiles)

が
仮
想
さ
れ
た
。
化
学
理
論

の
発
展
、
生
理
学
・
解
剖
学
的
知
識
の
蓄
積
、
熱
力
学
の
形
成
に
よ
っ
て
、
フ
ロ
ギ
ス
ト
ン
、
動
物
精
気
、
カ
ロ
リ
ッ
ク
な
ど
が

否
定
さ
れ
、
各
種
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
概
念
や
生
体
の
定
量
可
能
な
電
気
・
化
学
的
作
用

(

神
経
の
電
位
変
化
や
内
分
泌
系
の
作
用)

と
し
て
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
エ
ー
テ
ル
が
本
当
に
存
在
す
る
の
か
否
か
と
い
う
問
題
は
、
一
九
世
紀
末
あ
る
い
は
二

〇
世
紀
初
頭
ま
で
、
西
欧
の
科
学
思
想
に
お
い
て
、
重
大
な
関
心
事
で
あ
り
続
け
た

(

７)

。
も
と
も
と
エ
ー
テ
ル
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の

自
然
学
で
、
地
上
世
界
を
構
成
す
る
四
元
素

(

地
水
火
風)

と
は
異
な
る
、
天
上
界
の
構
成
要
素
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
た
物
質
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で
あ
っ
た
が
、
近
世
以
降
、
磁
力
、
重
力
、
光
、
電
気
な
ど
を
伝
え
る
媒
質
と
し
て
の
役
割
が
与
え
ら
れ
た
。
西
欧
の
自
然
思
想

は
古
代
以
来
伝
統
的
に

｢

離
れ
た
物
体
の
あ
い
だ
に
働
く
力｣

、
す
な
わ
ち
遠
隔
作
用

(l�action
�

distance)

を
認
め
ず
、
磁

力
、
重
力
、
光
、
電
気

(

放
電)

な
ど
、
見
か
け
上
、
離
れ
た
物
体
間
に
働
く
よ
う
に
み
え
る
現
象
は
、
何
ら
か
の
媒
介
物

(le

m
� dium

)
の
存
在
を
想
定
す
る
こ
と
で
説
明
さ
れ
た
。
エ
ー
テ
ル

(

そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
可
秤
量
流
体)

は
、
そ
の
よ
う

な
媒
介
物
に
他
な
ら
な
い
。
時
代
や
論
者
に
よ
っ
て
は
、
電
気
や
磁
気
そ
の
も
の
が
不
可
秤
量
流
体
と
し
て
概
念
化
さ
れ
た
り
、

あ
る
い
は
火
が
不
可
秤
量
流
体
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る

(

８)

。

西
欧
に
お
け
る
不
可
秤
量
流
体
の
学
説
史
の
な
か
で
、
本
稿
後
半
で
論
じ
る
日
本
近
代
の
科
学
思
想
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
も
、

ひ
と
き
わ
重
要
な
の
は
動
物
磁
気

(le
m
agn� tism

e
anim

al)

で
あ
る
。
動
物
磁
気
と
は
、
ド
イ
ツ
に
生
ま
れ
主
と
し
て
パ
リ
で

活
躍
し
た
医
師
メ
ス
メ
ル

(Franz
A
nton

M
esm

er,Fr� d� ric-A
ntoine

M
esm

er,1734-1815)

が
提
唱
し
た
概
念
で
あ
る

(

９)

。
メ

ス
メ
ル
が
一
八
世
紀
末
に
行
な
っ
た
動
物
磁
気
治
療
術
〈
メ
ス
メ
リ
ス
ム
〉(le

m
esm

� rism
e)

は
、
宇
宙
に
あ
ま
ね
く
拡
が
る

不
可
視
に
し
て
不
可
秤
量
の
磁
気
流
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
人
体
内
部
の
こ
の
流
体
の
流
れ
を
整
え
る
こ
と
で
、
心
身
の
疾
患

を
治
療
す
る
と
い
う
術
で
あ
っ
た
。
今
日
で
は
、
一
種
の
催
眠
術
と
考
え
ら
れ
る
こ
の
療
術
は
、
一
八
世
紀
末
の
欧
州
各
地
そ
し

て
新
大
陸
を
も
席
巻
す
る
一
大
流
行
と
な
る

(

�)

。
メ
ス
メ
ル
の
一
派
は
調
和
協
会
な
る
結
社
を
つ
く
っ
て
メ
ス
メ
リ
ス
ム
の
普
及
を

は
か
り
、
こ
の
活
動
は
順
調
に
成
果
を
あ
げ
る
。
そ
し
て
こ
の
協
会
は
、
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
へ
と
至
る
政
治
的
急
進
思
想
を
育
む

秘
密
結
社
の
よ
う
な
役
割
を
も
果
た
す
。
一
七
八
四
年
、
こ
の
メ
ス
メ
リ
ス
ム
熱
を
看
過
で
き
な
く
な
っ
た
ル
イ
一
六
世(Louis

X
V
I,1754-1793)

は
王
立
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
な
ら
び
に
王
立
医
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
会
員
か
ら
な
る
審
査
委
員
会
、
さ
ら
に
王
立

協
会
か
ら
な
る
調
査
委
員
会
を
発
足
さ
せ
る
。
両
委
員
会
の
結
論
は
、〈
磁
気
流
体
〉
な
る
も
の
の
物
理
的
に
存
在
す
る
証
拠
は

全
く
見
出
さ
れ
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
メ
ス
メ
リ
ス
ム
は
想
像
力

(l�im
agination)

の
作
用
と
結
論
づ
け
ら
れ
た

(

�)

。
以
後
、
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メ
ス
メ
リ
ス
ム
批
判
の
著
作
が
次
々
と
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
同
年
、
プ
ロ
イ
セ
ン
大
公
の
前
で
お
こ
な
っ
た
治
療

実
演
が
失
敗
に
終
わ
り
、
メ
ス
メ
ル
は
激
し
く
落
胆
し
、
翌
年
パ
リ
を
去
っ
て
歴
史
の
表
舞
台
か
ら
姿
を
消
し
た

(

�)

。
メ
ス
メ
ル
が

消
息
を
絶
つ
の
と
相
前
後
し
て
、
弟
子
の
ピ
ュ
イ
ゼ
ギ
ュ
ー
ル
侯
爵

(M
arquis

de
Puys� gur,1751-1825)

は
動
物
磁
気
治
療

術
を
〈
磁
気
睡
眠
〉(le

som
m
eil

m
agn

� tique;

磁
気
に
よ
る
眠
り)

と
捉
え
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
後
の
〈
催
眠
〉(l�hyp-

notism
e)

概
念
へ
と
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
メ
ス
メ
リ
ス
ム
は
、
動
物
磁
気
と
い
う
不
可
秤
量
の
実、
体、
に
よ
る
治
療
術
と
し

て
は
医
学
史
の
後
景
へ
と
退
く
こ
と
に
な
る
。
と
は
い
え
英
語
圏
を
中
心
と
し
て
、
メ
ス
メ
リ
ス
ム
を
不
可
秤
量
流
体
の
作
用
と

し
て
と
ら
え
る
論
者
は
一
九
世
紀
に
入
っ
て
も
一
定
数
存
在
し
つ
づ
け
る
。
た
と
え
ば
、
米
国
で
も
っ
と
も
知
ら
れ
た
メ
ス
メ
リ

ス
ト
の
一
人
で
あ
っ
た
ド
ッ
ズ

(John
B
ovee

D
ods,1795-1872)

は
一
八
七
四
年
の
著
作

『

メ
ス
メ
リ
ス
ム
哲
学
六
講

(

�)』

で
、

な
お
も
不
可
秤
量
流
体
の
存
在
を
認
め
る
実
体
論
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
書
物
で
は
、
人
間
の
神
経
の
な
か
に
は

｢

神
経
―
生

命
的
流
体

(a
nervo-vital

fluid)
が
充
た
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
流
体
は
電
気
か
ら
作
ら
れ
る｣

、｢

神
経
系
は
磁
気
流
体

(the

m
agnetic

fluid)

を
含
ん
で
い
る

(

�)｣

と
い
っ
た
こ
と
が
明
確
に
主
張
さ
れ
て
い
る
。
同
書
は
刊
行
後
一
箇
月
で
三
〇
〇
〇
部
を
完

売
し
た
と
さ
れ

(

�)

、
大
き
な
影
響
を
も
っ
た
著
作
で
あ
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
あ
る
い
は
英
国
に
お
い
て
は
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
医

学
教
授
に
し
て
王
立
医
学
外
科
医
協
会
会
長
と
い
う
権
威
あ
る
医
師
エ
リ
オ
ッ
ト
ソ
ン

(John
Elliotson,1791-1868)

も
一
八

三
七
年
頃
か
ら
メ
ス
メ
リ
ス
ム
に
関
心
を
も
ち
は
じ
め
、
英
国
で
最
初
の
著
名
な
メ
ス
メ
リ
ス
ト
と
な
る
が
、
彼
も
ま
た
磁
気
流

体
に
よ
っ
て
メ
ス
メ
リ
ス
ム
現
象
を
説
明
す
る
実
体
論
の
立
場
に
立
っ
て
い
た

(

�)

。
大
陸
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
み
れ
ば
、
メ
ス
メ

リ
ス
ム
は
催
眠
現
象
と
し
て
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
英
語
圏
を
中
心
に
、
不
可
秤
量
流
体
に
よ
っ
て
説
明
す
る
立
場
も
、

必
ず
し
も
主
流
派
で
は
な
い
が
、
一
定
の
影
響
力
を
有
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る

(

�)

。
こ
の
点
は
、
の
ち
に
わ
れ
わ
れ
が
日
本
近
代
の

メ
ス
メ
リ
ス
ム
受
容
史
を
み
る
上
で
重
要
に
な
る
。
大
陸
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
、
メ
ス
メ
リ
ス
ム
は
一
九
世
紀
に
入
る
と
治
療
実
践
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と
し
て
こ
そ
下
火
に
な
る
が
、
文
学
、
哲
学
、
政
治
思
想
、
宗
教
思
想
な
ど
広
範
な
文
化
領
域
に
影
響
を
与
え
続
け
る

(

�)

。
た
と
え

ば
Ｐ
・
Ｂ
・
シ
ェ
リ
ー

(Percy
B
ysshe

Shelley,1792-1822)

が

｢

磁
石
の
よ
う
に
引
き
つ
け
合
う
恋
人
た
ち
の
眼

ま
な
こ｣

と
い
う

詩
行
を

『

鎖
を
解
か
れ
た
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス』

(

一
八
二
〇)

の
な
か
に
書
き

(

�)

、
バ
ル
ザ
ッ
ク

(H
onor�

de
B
alzac,1799-1850)

の
短
篇

『
こ
と
づ
け』

(

一
八
三
三)

に

｢

説
明
で
き
な
い
磁
力
の
よ
う
な
魅
力

(attraction
m
agn

� tique)｣
(

�)

と
い
う
表
現
が
み

ら
れ
る
の
は
、
文
化
史
に
お
け
る
動
物
磁
気
概
念
、
あ
る
い
は
メ
ス
メ
リ
ス
ム
の
端
的
な
あ
ら
わ
れ
に
他
な
ら
な
い

(

�)

。

こ
こ
で
、
メ
ス
メ
リ
ス
ム
の
動
物
磁
気
流
体
を
含
め
て
、
西
欧
の
文
脈
に
お
け
る
不
可
秤
量
流
体
に
つ
い
て
、
概
念
史
的
に
整

理
し
て
お
く
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
言
え
る
だ
ろ
う
。

①
離
れ
た
物
体
の
間
に
働
く
よ
う
に
見
え
る
磁
力
、
重
力
、
光
、
放
電
現
象
な
ど
は
、
一
七
世
紀
頃
か
ら
離
在
物
体
間
を
仲
介

す
る
不
可
秤
量
流
体
と
い
う
実、
体、
を
媒
質
と
す
る
作
用
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
が
一
九
世
紀
に
は
、
化
学
、
生
理
学
、

熱
力
学
の
発
展
に
よ
り
各
種
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
電
磁
場
理
論
と
細
密
な
実
験
に
よ
っ
て
、

エ
ー
テ
ル
は
理
論
的
に
不
要
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
実
測
的
に
も
観
測
さ
れ
な
か
っ
た
。

②
生
体
に
か
か
わ
る
不
可
秤
量
流
体
で
あ
る
動
物
磁
気
に
よ
る
治
療
術
メ
ス
メ
リ
ス
ム
は
、
動
物
磁
気
と
い
う
実
体
の
作
用
で

は
な
く
、
施
術
者
が
と
る
言
動
に
よ
る
催
眠
効
果
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
二
点
は
、
哲
学
者
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
が

『

実
体
概
念
と
機
能
概
念』

(

一
九
一
〇

(

�))

で
述
べ
た
よ
う
に
、
実
体
概
念

(

不
可

秤
量
流
体)

か
ら
機
能
概
念

(

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
場
の
理
論
、
催
眠
の
理
論)

へ
の
推
移
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し

て
、
次
の
点
も
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

③
英
語
圏
を
中
心
に
、
不
可
秤
量
流
体
を
説
明
原
理
と
す
る
メ
ス
メ
リ
ス
ム
の
論
者
が
一
九
世
紀
半
ば
の
時
点
で
も
一
定
数
存

在
し
て
い
た
。
ま
た
、
文
学
や
哲
学
の
領
域
で
、
磁
気
流
体
と
い
う
概
念
は
残
響
し
続
け
た
。
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以
上
が
初
期
近
代
か
ら
一
九
世
紀
末
ま
で
の
西
欧
科
学
思
想
史
に
お
け
る

｢

作
用｣

や

｢

力｣

の
科
学
理
論
を
め
ぐ
る
、
き
わ

め
て
大
ま
か
な
整
理
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
西
欧
の
科
学
思
想
史
上
の
概
念
布
置
が
、
近
代
の
日
本
に
は
ど
の
よ
う
に
移
入
さ
れ
た
の
か
。
そ
れ
が
無
論
、
単

純
な

｢
移
入｣

な
ど
と
い
う
事
態
で
な
い
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
が
当
時
の
日
本
の
思
想
的
・
文
化
的
状
況
を

｢

混
在
郷｣

と
捉
え

た
こ
と
か
ら
、
す
で
に
大
方
予
測
が
つ
く
で
あ
ろ
う
。
次
章
で
は
、
こ
の
混
在
郷
に
、
西
欧
で
は
消
滅
し
た
は
ず
の
不
可
秤
量
流

体
が
ど
の
よ
う
に
流、
れ、
込、
み、
、
い
か
な
る
反
応
を
も
た
ら
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
こ
に
は
ま
さ
に

｢

メ
ス
メ
ル
化
さ

メ

ス

メ

れ

た
＝
催
眠
に
か
け
ら
れ
た

ラ

イ

ズ

ド｣
と
で
も
評
す
る
べ
き
文
化
的
流
行
が
生
じ
て
い
た
。

三

日
本
に
お
け
る
メ
ス
メ
リ
ス
ム
の
受
容
と
流
行

森
�
外

(

一
八
六
二

[

文
久
二]

―
一
九
二
二

[

大
正
一
一])

の
伝
記
小
説
で
知
ら
れ
る
医
師
・
渋
江
抽
斎

(

一
八
〇
五

[

文
化
二]

―
一
八
五
八[

安
政
五])

に
は
息
子
が
お
り
、
渋
江
保(

一
八
五
七[

安
政
四]

―
一
九
三
〇[

昭
和
五])

と
い
っ

た
。
�
外
の

『

渋
江
抽
斎』

(

一
九
一
六

[

大
正
五])
に
も
保
が
登
場
す
る
、
と
い
う
よ
り
、
こ
の
小
説
の
後
半
で
は
準
主
人
公

の
よ
う
な
人
物
と
し
て
保
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
は
述
べ
る
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
渋
江
保
は
渋
江
易
軒
と
い
う
筆
名
で
催
眠

術
関
係
の
書
物
を
明
治
後
期
に
多
数
上
梓
し
て
い
る

(

�)

。
そ
の
な
か
に
は

『

人
身
磁
力
催
眠
術』

(

一
九
〇
九

[

明
治
四
二])

と
題

さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
こ
の
書
名
に
あ
る

｢

人
身
磁
力｣

こ
そ
、
メ
ス
メ
ル
の
動
物
磁
気
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
メ
ス
メ
リ
ス
ム
は

日
本
で
か
な
り
早
い
時
期
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
確
認
し
う
る
か
ぎ
り
の
初
出
は
、
一
八
七
三
年

(

明
治
六
年)

に
刊
行
さ
れ
た

柴
田
昌
吉
・
子
安
峻
編

『

附
音
挿
図

英
和
字
彙』

(

日
就
社)

で
あ
り
、M

esm
erism

の
項
目
に

｢

動
物
磁
石
力

(

ド
ウ
ブ
ツ
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ジ
シ
ヤ
ク
リ

[

マ
マ])｣

と
い
う
訳
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
メ
ス
メ
ル
の
訳
書
と
し
て
は
、
一
八
八
五
年

(

明
治
一
八
年)

に
鈴
木
万
次

郎
の
訳
述
で

『

動
物
電
気
概
論』

(

十
字
屋)

と
い
う
書
物
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
訳
書
の
題
を
み
て
も
わ
か
る
と
お
り
、

動
物
磁
気
概
念
と
動
物
電
気

ガ
ル
ヴ
ァ
ニ
ス
ム

概
念
の
あ
い
だ
に
混
同
な
い
し
交
錯
が
生
じ
て
い
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る(

同
様
の
交
錯
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
も
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
の
文
学
や
哲
学
に
み
ら
れ
る)

。

こ
の
よ
う
に
、
明
治
期
に
お
い
て
メ
ス
メ
リ
ス
ム
＝
催
眠
術
は
日
本
に
盛
ん
に
紹
介
さ
れ
、
一
種
の
文
化
的
な
流
行
現
象
の
様

相
を
呈
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
夏
目
漱
石
の

『

吾
輩
は
猫
で
あ
る』

(

一
九
〇
五

[

明
治
三
八])

に
は
、
苦
沙
弥
先
生
が
医
師

の
甘
木
か
ら
催
眠
術
を
施
さ
れ
る

(

が
、
ま
っ
た
く
催
眠
に
か
か
ら
な
い)

と
い
う
描
写
が
あ
る
。
ま
た
、
さ
き
に
言
及
し
た
森

�
外
に
も

『

魔
睡』

(

一
九
〇
九

[

明
治
四
二])

と
い
う
小
説
が
あ
る
。
こ
れ
は
妊
娠
中
の
妻
が
医
師
に
魔
睡
術

(

催
眠
術)

を

か
け
ら
れ
眠
っ
て
い
る
あ
い
だ
に
凌
辱
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
を
も
つ
夫

(

大
学
教
授)

の
心
情
吐
露
と
い
う
体
裁

の
物
語
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
谷
崎
潤
一
郎
の

『

幇
間』

(

一
九
一
一

[

明
治
四
四])

で
は
、
梅
吉
と
い
う
芸
者
が
幇
間
の
三
平

に
催
眠
術
を
か
け
、
実
際
に
は
術
は
効
い
て
い
な
い
の
だ
が
、
三
平
は
梅
吉
を
喜
ば
せ
る
た
め
に
催
眠
に
か
か
っ
た
ふ
り
を
す
る

と
い
う
場
面
が
あ
る
。
バ
ル
ザ
ッ
ク
や
シ
ェ
リ
ー
ら
一
九
世
紀
前
半
の
西
欧
の
文
学
者
が
催
眠
の
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
よ
う
に
、
二

〇
世
紀
初
頭
の
我
が
国
の
文
学
に
も
、
紹
介
さ
れ
た
ば
か
り
の
催
眠
術
が
さ
っ
そ
く
描
か
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
い
ま

｢

メ
ス
メ
リ
ス
ム
＝
催
眠
術｣

と
い
う
書
き
方
を
し
た
が
、
両
者
が
等
号
で
結
ば
れ
う
る
も
の
か
ど
う
か
と

い
う
点
に
つ
い
て
は
、
実
は
も
う
少
し
繊
細
な
議
論
が
必
要
で
あ
る
。
日
本
に
メ
ス
メ
リ
ス
ム
が
移
入
さ
れ
た
一
九
世
紀
後
半
、

大
陸
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
す
で
に
メ
ス
メ
リ
ス
ム
は
動
物
磁
気
と
い
う
不
可
秤
量
流
体
に
よ
る
実
体
的
な
作
用
で
は
な
く
、
施
術
者

の
言
動
が
患
者
に
与
え
る
催
眠
効
果
と
し
て
機
能
的
な
現
象
と
捉
え
る
立
場
が
主
流
と
な
っ
て
い
た
。
だ
が
、
英
米
を
中
心
に
、

不
可
秤
量
流
体
概
念
と
し
て
の
動
物
磁
気
を
認
め
る
メ
ス
メ
リ
ス
ム
の
論
者
が
一
九
世
紀
半
ば
に
も
存
在
し
て
い
た(

前
述
の
ド
ッ
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ズ
や
エ
リ
オ
ッ
ト
ソ
ン
な
ど)

。
し
た
が
っ
て
、
メ
ス
メ
リ
ス
ム
を
意
味
す
る
言
葉
が
日
本
語
の
言
説
空
間
に
出
現
す
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
一
八
七
〇
年
代
に
お
い
て
は
、
メ
ス
メ
リ
ス
ム
を
催
眠
術
と
い
う
機
能
概
念
と
し
て
と
ら
え
る
書
物
も
、
不
可
秤
量

流
体
の
作
用
と
し
て
実
体
概
念
と
し
て
と
ら
え
る
書
物
も
、
と
も
に
我
が
国
で
読
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
本
稿
冒
頭
で
述

べ
た
よ
う
に
、
同
一
の
現
象
を
扱
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
著
者
や
刊
行
地
、
刊
行
時
期
、
記
述
言
語
、
そ
の
現
象
を
解
釈
す
る
立

場
を
異
に
す
る
書
物
が
、
ま
さ
に
無
秩
序
な
奔
流
の
ご
と
く
流
れ
込
み
、
解
読
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
断
片
的
な
形
で
翻
訳
・
紹
介
さ

れ
て
日
本
語
の
知
的
空
間
の
な
か
に
入
り
込
み
、
個
々
の
思
想
は
新
た
な
意
味
と
、
新
た
な
相
互
関
係
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
こ
に
起
き
た
こ
と
は
、
メ
ス
メ
リ
ス
ム
を
例
に
と
る
な
ら
、
か
た
や
メ
ス
メ
リ
ス
ム
を
催
眠
術
と
訳
す
る
機
能
論
、
か
た

や
そ
れ
を
動
物
磁
石
力
と
訳
す
る
よ
う
な
不
可
秤
量
流
体
に
よ
る
実
体
論
、
さ
ら
に
は
渋
江
の

『

人
身
磁
力
催
眠
術』

と
い
う
書

名
の

｢

磁
力
催
眠｣

と
い
う
表
現
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
両
者
い
ず
れ
と
も
決
し
難
い
、
あ
る
い
は
両
者
の
混
交
と
い
う
べ
き
立
場

な
ど
が
入
り
乱
れ
る
状
況
で
あ
っ
た
。

四

電
気
と
放
射
線

｢

磁
気｣

治
療
の
流
行
の
一
方
で
、｢

電
気｣

も
我
が
国
の
明
治
か
ら
昭
和
前
期
の
言
説
空
間
に
お
い
て
、
一
種
の
不
可
秤
量
流

体
と
し
て
の
役
割
を
演
じ
て
い
た
。
本
稿
冒
頭
に
掲
げ
た
福
沢
諭
吉
の｢

蒸
汽
済
人
電
気
伝
信｣

は『

西
洋
事
情』

(

一
八
六
六)

の
扉
頁
に
蒸
気
機
関
、
有
線
電
信
な
ど
の
挿
絵
と
と
も
に
記
さ
れ
て
い
る
言
葉
で
あ
る
。
む
ろ
ん
そ
の

｢

電
気
、
信
ヲ
伝
フ｣

は

電
信
線
に
よ
っ
て
モ
ー
ル
ス
信
号
が
情
報
を
伝
え
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
闇
を
昼
に
変
え
、
触
れ
れ
ば
衝
撃
を
受
け
、
遠
隔

の
地
の
に
あ
る
者
ど
う
し
の
意
志
を
伝
え
る
電
気
は
や
が
て
神
秘
的
な
性
格
を
帯
び
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
ガ
ル
ヴ
ァ
ー
ニ
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の
動
物
電
気
説
の
影
響
下
に
、
人
体
に
特
有
の
電
気
現
象
が
あ
る
と
い
う
説
が
注
目
を
集
め
る
。
た
と
え
ば
赤
川
学
が
指
摘
す
る

の
は
〈
三
種
の
電
気
説
〉
な
い
し
は
〈
陰
陽
二
電
気
説
〉
で
あ
る
。
こ
れ
は
ア
ス
ト
ン
原
撰
、
千
葉
繁
訳
述

『

造
化
機
論』

(

一

八
七
五

[

明
治
八])

を
筆
頭
に
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
数
多
く
刊
行
さ
れ
た
〈
造
化
機
論
〉

現
代
風
に
言
え
ば
生
殖
器
論

と
呼
ば
れ
る
一
連
の
書
物
で
主
張
さ
れ
た
こ
と
で
、
男
女
の
交
合
に
際
し
て
、
人
身
電
気
、
舎
密
電
気
、
摩
擦
電
気
と
い
う

三
種
類
の
電
気
、
あ
る
い
は
陰
陽
二
種
類
の
電
気
が
発
生
す
る
と
い
う
セ
ク
ソ
ロ
ジ
ー
で
あ
る

(

�)

。

ま
た
、｢

放
射
線｣
発
見
の
報
も
ほ
ど
な
く
神
秘
主
義
と
結
び
つ
い
た
。
一
八
九
五
年(

明
治
二
八
年)

レ
ン
ト
ゲ
ン(W

ilhelm

R
� ntgen,1845-1923)

が
Ｘ
線
を
発
見
す
る
と
、
そ
の
情
報
を
い
ち
早
く
得
た
東
京
大
学
の
物
理
学
者
・
山
川
健
次
郎

(

一
八

五
七

[

嘉
永
七]

―
一
九
三
一

[

昭
和
六

(

�)])

は
直
ち
に
追
試
を
行
な
っ
て
い
る
。
Ｘ
線
は
物
体
を

｢

透
視｣

す
る
。
す
る
と
ほ

ど
な
く
し
て
、
Ｘ
線
を
使
わ
ず
と
も
物
体
を

｢

透
視｣

し
遠
方
の
知
覚
を
得
る
能
力
を
も
つ
と
い
う
女
性
、
御
船
千
鶴
子

(

一
八

八
六

[

明
治
一
九]

―
一
九
一
一

[
明
治
四
四])

、
さ
ら
に
は
透
視
に
加
え
て
、
Ｘ
線
が
写
真
乾
板
を
感
光
さ
せ
る
よ
う
に

｢

念

写｣

が
で
き
る
と
い
う
女
性
、
長
尾
郁
子

(
一
八
七
〇

[

明
治
四]

―
一
九
一
一

[

明
治
四
四])

が
現
わ
れ
る
。
御
船
の
能
力

を
確
か
め
る
透
視
・
千
里
眼
実
験
を
帝
大
の
心
理
学
者
・
福
来
友
吉

(

一
八
六
九

[

明
治
二]

―
一
九
五
二

[

昭
和
二
七])

ら

が
、
長
尾
の
透
視
・
念
写
実
験
は
他
な
ら
ぬ
山
川
自
身
が
立
ち
会
っ
て
行
な
っ
て
い
る
。
世
に
い
う

｢

千
里
眼
事
件｣

で
あ
る

(

�)

。

こ
の
よ
う
に
西
欧
近
代
科
学
が
流
入
し
た
混
沌
と
し
た
言
説
空
間
に
、
こ
れ
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
二
人
の
人
物
を
見
出
そ
う
と
す

る
。
一
人
は
電
気
概
念
を
日
本
古
来
の
思
想
と
混
交
さ
せ
、
い
ま
一
人
は
さ
ま
ざ
ま
な
心
霊
説
を
放
射
線
・
放
射
能
の
概
念
で
読

み
変
え
、
独
自
の
心
霊
思
想
を
構
築
し
た
。
そ
し
て
両
者
の
背
景
に
あ
っ
た
の
は
メ
ス
メ
リ
ス
ム
で
あ
っ
た
。
前
置
き
が
長
く
な
っ

た
が
、
以
下
、
二
つ
の
具
体
的
な
ケ
ー
ス
に
即
し
て
、
こ
の
近
代
西
欧
科
学
と
神
秘
思
想
を
め
ぐ
る
混
在
郷
の
一
端
を
覗
い
て
み

る
こ
と
に
し
よ
う
。
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五

不
可
秤
量
流
体
概
念
と
日
本
思
想
の
混
交

ケ
ー
ス
Ⅰ

明
石
博
高

(

一
八
三
九
―
一
九
一
〇)

電
気
神
道

江
戸
の
地
で
三
〇
〇
年
に
わ
た
っ
て
日
本
を
治
め
た
幕
府
が
倒
れ
、
新
政
府
は
天
皇
親
政
を
標
榜
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、

江
戸
は
東
京
と
名
を
変
え
、
長
ら
く
京
都
を
居
処
と
し
た
天
皇
は
一
八
六
八
年
に
東
幸
。
も
っ
て
、
八
世
紀
以
来
、
日
本
の
首
都

で
あ
っ
た
京
都
か
ら
東
京
へ
と
、
事
実
上
の
遷
都
が
敢
行
さ
れ
た
。
東
京
市
民
は
こ
の
遷
都
を
祝
っ
た
が
、
京
都
の
人
々
は
、
平

安
時
代
以
来
続
い
た
都
の
衰
亡
を
憂
慮
し
、
京
都
の
近
代
化
を
急
務
と
考
え
た
。
京
都
府
は
一
八
七
二
年

(

明
治
五
年)

か
ら
翌

年
に
か
け
て
、
計
十
万
両
の
御
下
賜
を
受
け
る
。
こ
れ
を
元
手
に
京
都
は
西
洋
の
文
物
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
勧
業
に
力
を
い

れ
た
。
京
都
は
中
央
政
府
も
ま
だ
目
を
つ
け
て
い
な
い
産
業
・
文
化
事
業
に
着
手
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
近
代
化
熱
の
中
心
に
一
人
の
医
師
が
い
た
。
名
は
明
石

あ
か
し

博
高

ひ
ろ
あ
き
ら

。
一
八
三
九
年

(

天
保
一
〇
年)

、
京
都
に
生
ま
れ
た
人
物

で
あ
る

(

�)

。
四
歳
で
父
を
失
っ
た
が
、
蘭
医
で
あ
っ
た
祖
父
が
シ
ー
ボ
ル
ト
ら
を
通
じ
て
入
手
し
た
書
籍
・
機
器
・
薬
物
類
に
幼
少

期
よ
り
親
し
み
、
数
学
、
漢
籍
、
国
学
、
和
歌
な
ど
の
英
才
教
育
を
受
け
る
。
一
四
歳
頃
か
ら
儒
医
学
、
蘭
医
学
、
物
理
、
化
学
、

測
量
術
な
ど
を
本
格
的
に
学
ぶ
。
一
八
六
五
年

(

慶
応
元
年)
、
京
都
医
学
研
究
会
な
ら
び
に
理
化
学
研
究
施
設
〈
煉
真
舎
〉
を

創
設
し
、
医
学
と
化
学
の
研
鑽
を
続
け
る
。
一
八
六
九
年

(

明
治
二
年)

に
は
大
阪
病
院
を
創
設
し
、
薬
局
主
管
と
な
り
、
ボ
ー

ド
ウ
ィ
ン

(A
nthonius

B
auduin,1820-1885)

(

�)

、
ハ
ラ
タ
マ

(K
oenraad

G
ratam

a,1831-1888)
(

�)

ら
を
招
く
。
さ
ら
に
大
阪
舎

密
局
に
て
、
ハ
ラ
タ
マ
の
も
と
で
助
手
も
務
め
る
。
一
八
七
〇
年

(

明
治
三
年)

、
京
都
舎
密
局
を
創
設
。
一
八
七
八
年

(

明
治

一
一
年)

か
ら
同
局
で
ヴ
ァ
ー
ゲ
ナ
ー

(G
ottfried

W
agener,1831-1892)

(

�)
の
も
と
化
学
を
研
究
し
た
。
舎
密
局
で
は
ラ
ム
ネ
、
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ビ
ー
ル
、
石
鹸
、
ガ
ラ
ス
、
各
種
薬
剤
な
ど
を
製
造
し
、
一
般
に
販
売
も
し
た
。
石
版
、
写
真
、
陶
芸
、
七
宝
な
ど
の
技
術
開
発

に
も
大
き
な
実
績
を
あ
げ
た
。
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
国
産
初
の
も
の
が
多
数
あ
る
。

医
師
と
し
て
の
明
石
に
は
、
い
く
つ
も
の
偉
業
が
あ
る
。
一
八
七
二
年

(

明
治
五
年)

、
貧
民
の
た
め
の
慈
善
病
院
〈
京
都
府

療
病
院
〉
を
設
立
す
る
。
聖
徳
太
子
の
故
事
に
な
ら
っ
て
、
費
用
は
寺
社
か
ら
の
協
力
で
賄
っ
た
。
こ
こ
に
は
ド
イ
ツ
の
医
師
ユ

ン
カ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ラ
ン
ゲ
ッ
グ

(Junker
von

Langegg,1828-1899?)
(

�)

が
招
か
れ
て
い
る
。
鳥
羽
伏
見
の
戦
い

(

一
八
六
八

年[

慶
応
四
年])
で
は
、
戦
場
で
負
傷
者
の
治
療
に
従
事
す
る
。
い
わ
ば
赤
十
字
の
よ
う
な
活
動
で
あ
る(

こ
の
五
年
前
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
誕
生
し
て
い
た
赤
十
字
を
明
石
は
知
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る)

。
ほ
か
に
京
都
府
の
窮
民
授
産
所
、
娼
妓
検
黴
治
療

所
、
医
学
校
、
司
薬
場
、
模
範
薬
局
、
解
剖
場
な
ど
の
設
立
に
も
か
か
わ
り
、
社
会
衛
生
の
面
で
も
貢
献
は
甚
大
で
、
後
藤
新
平

(

一
八
五
七[

安
政
四]

―
一
九
二
九[

昭
和
四
年])

の
先
駆
け
、
あ
る
い
は
京
都
の
後
藤
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
活
躍
ぶ
り
で
あ
る
。

公
人
と
し
て
、
京
都
の
近
代
化
の
推
進
者
で
あ
っ
た
明
石
は
、
私
人
と
し
て
も
相
当
の
モ
ダ
ニ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
蘭
書
で
ラ
ン
プ

を
知
る
と
さ
っ
そ
く
取
り
寄
せ
、
私
邸
の
前
に
灯
し
た
。
断
髪
令
が
出
る
と
、
直
ち
に
妻
の
丸
髷
を
誰
よ
り
も
早
く
切
り
落
と
さ

せ
た
。
他
方
で
伝
統
文
化
の
保
存
に
も
熱
心
で
、
切
り
倒
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
丸
山
公
園
の
桜
を
保
護
す
る
運
動
を
起
こ
す
。

あ
る
い
は
維
持
費
が
か
さ
ん
で
売
却
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
南
禅
寺
の
唐
門
を
私
費
で
買
い
取
り
、
豊
国
神
社
に
寄
進
し
た
。
こ

の
よ
う
に
数
々
の
功
績
が
あ
り
な
が
ら
、
今
日
、
明
石
の
名
は
ほ
と
ん
ど
忘
却
の
彼
方
に
あ
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
明
石
が
京
都

舎
密
局
在
職
中
に
京
都
府
知
事
の
交
替
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
新
府
知
事
に
よ
っ
て
、
明
石
の
興
し
た
新
事
業
は
次
々
と
廃
止
さ
れ

た
こ
と
が
一
つ
の
理
由
で
あ
る
。
一
八
八
一
年

(

明
治
一
四
年)

に
は
京
都
府
舎
密
局
も
閉
鎖
さ
れ
る
。
官
を
退
い
た
後
も
、
明

石
は
さ
ま
ざ
ま
な
厚
生
事
業
、
殖
産
事
業
に
手
を
だ
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
る
。
晩
年
は
医
業
に
戻
り
静
か
な

時
間
を
過
ご
し
て
い
た
が
、
一
九
一
〇
年

(

明
治
四
三
年)

、
胃
病
を
発
症
し
、
七
二
歳
で
没
し
て
い
る
。
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さ
て
、
こ
の
医
師
、
地
方
官
吏
、
殖
産
家
、
慈
善
家
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
は
、
独
特
の
自
然
観
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、

万
物
創
造
の
働
き
と
、
こ
の
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
現
象
の
本
体
を
〈
電
気
〉
の
作
用
と
み
る
も
の
で
あ
る
。
著
書

『

防
雷
鍼
略
説』

(
一
八
七
三

[

明
治
六

(

�)])

で
は
、｢

電
機

[

マ
マ]

は
万
体
造
化
の
機
力
に
し
て
、
物
皆
此
力
を
有タ

モ

た
ざ
る
な
し
。
或
は
潜
蔵
或
顕
発

ヒ
ソ
ミ
カ
ク
レ
ア
ラ
ハ
レ

し
、

以
て
森
羅
万
象
の
進
退
、
離
合
、
動
静
、
変
化
を
為
し
む
。
今
、
雷
電
を
起
す
も
、
天
地
不
平

タ
ヒ
ラ
カ
ナ
ラ
ザ
ル

の
機
を
調
和
平
均

ト
ゝ
ノ
ヘ
ヒ
ト
シ
ク

す
る
も
の

に
て
、
此
発
象

ア
ラ
ハ
レ

な
か
り
せ
ば
、
天
地
保
全

タ
モ
チ

し
、
万
物
爰こ

ゝ

に
覆
載

オ
ホ
イ
ノ
セ

す
る
事
能
は
ず
。
嗚
呼
造
化

モ
ノ
ツ
ク
リ

の
巧
妙

タ
ク
ミ

、
豈
疑
べ
け
ん
哉

(

�)｣

と
述
べ

ら
れ
る
。
こ
の
テ
ク
ス
ト
は
避
雷
針
の
意
義
に
つ
い
て
説
明
す
る
も
の
で
あ
り
、
結
論
と
し
て
は
避
雷
針
が
あ
れ
ば
雷
を
い
た
ず

ら
に
恐
れ
る
必
要
は
な
く

｢
天
の
災
を
免
れ
進

ス
ス
ミ

て
開
化
の
域
に
赴
く
べ
し

(

�)｣

と
結
ば
れ
る
。
こ
の
テ
ク
ス
ト
で
は
単
に
電
気
の
プ

ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
と
い
う
こ
と
が
啓
蒙
的
に
説
明
さ
れ
て
い
た
だ
け
と
も
い
え
る
が
、
明
石
は
電
気
に
宗
教
的
な
意
味
を
見
出
し

て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
明
石
は
一
八
八
七
年

(

明
治
二
〇
年)

〈
帝
国
神
学
教
会
〉
と
い
う
神
道
の
組
織
を
設
立
し
、

翌
年

『

造
化
経

(

�)』

と
い
う
祝
詞
を
堀
吉
兵
衛
の
名
で
発
表
し
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
は
、
電
気
の
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
で
、
造
化

の
神
の
働
き
、
森
羅
万
有
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
読
み
う
る
く
だ
り
が
み
と
め
ら
れ
る
か
ら
だ
。
古
来
、
神
道
の
理
論
に

は
、
荒
魂

あ
ら
み
た
ま(

神
霊
の
動
的
な
働
き)

と
和
魂

に
ぎ
み
た
ま(

神
霊
の
静
的
な
働
き)

と
い
う
二
元
論
的
思
考
あ
る

(

こ
れ
に
中
国
思
想
の
陰
陽

説
が
重
層
化
さ
れ
る)

。
明
石
の

『

造
化
経』

を
み
る
な
ら
ば
、
こ
こ
に
も
神
道
の
二
元
論
的
神
学
が
色
濃
く
み
て
と
れ
る
。
ま

ず
、『

古
事
記』

に
あ
ら
わ
れ
る
造
化
三
神
で
あ
る
天
御
中
主
神

あ
め
の
み
な
か
ぬ
し
の
か
み

・
高
御
産
巣
日
神

た
か
み
む
す
び
の
か
み

・
神
産
巣
日
神

か
み
む
す
び
の
か
み

が
讃
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
造

化
三
神
の
力
は

｢

く
し
み
た
ま

[

奇
御
魂

(

�)]｣

と

｢

さ
き
み
た
ま

[
幸
御
魂]｣

の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。｢

く
し
み
た
ま｣

は
、

万
有
の
根
本
た
る

｢

か
み
け

[

神
気]｣

で
あ
り
、
万
物
に
浸
透
し
て
い
る
。｢

さ
き
み
た
ま｣

は
、｢

く
し
み
た
ま｣

の
働
き
で

万
物
が
成
長
し
変
化
す
る
現
象
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
力
。
そ
し
て
、｢

さ
き
み
た
ま｣

に
も

｢

く
し
み
た
ま｣

に
も

｢

か
り
き｣

と

｢

め
り
き｣

が
あ
る
と
い
う
。｢

か
り
き｣

は
〈
上
り
気
〉
で
あ
り
、
陽
の
気
で
あ
る
。｢

め
り
き｣

は
〈
減
り
気
〉
で
あ
り
、
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陰
の
気
で
あ
る
。｢

か
り
き｣

と

｢

め
り
き｣

が
平
衡
し
て
い
る
と
き
は
、
万
物
は
安
定
し
て
い
る
。
両
者
の
平
衡
が
崩
れ
る
と
、

万
物
は
背
離
し
闘
争
状
態
に
陥
る
。
こ
れ
は

｢

あ
ま
つ
み
た
ま

[

天
御
魂]｣

が
世
界
に
満
ち
て
、
天
地
を
保
っ
て
い
る
が
ゆ
え

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
宇
宙
の
秩
序
を

｢

も
と
つ
ち
ぎ
り

[

基
つ
契
り]｣

と
い
う
。

こ
の

『
造
化
経』

の
内
容
は
、
も
ち
ろ
ん
古
来
の
神
道
思
想
に
、
近
代
の
神
道
の
陰
陽
説
な
ど
が
混
交
し
た
も
の
と
よ
む
の
が

普
通
で
あ
る
。
だ
が
、
さ
き
の

『

防
雷
鍼
略
説』

の
内
容
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
両
者
に
は
通
じ
る
と
こ
ろ
が
見
て
と
れ
る
。

『

造
化
経』

の

｢[
…]
く
し
み
た
ま
は
あ
ら
ゆ
る
も
と
つ
か
み
け
に

か
ま
け
と
な
り

よ
ろ
づ
の
も
の
に
つ
ら
ぬ
き
つ
た
へ
て

そ
な
は
ら
ず
と
い
う
こ
と
な
く

(

�)｣

と
い
う
記
述
は

｢

電
機
は
万
体
造
化
の
機
力

カ
ラ
ク
リ

に
し
て
、
物
皆
此
力
を
有タ

モ

た
ざ
る
な
し

(

�)｣

と
い
う

『

防
雷
鍼
略
説』

に
見
た
く
だ
り
を
想
起
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
世
界
の
根
源
力
に
も
、
現
象
世
界
に
働
く
力
に
も

｢

か
り
き｣

と

｢

め
り
き｣

と
が
あ
る
と
す
る
教
義
は
、
電
気
の
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
に
類
比
的
で
あ
る
。
明
石
の

『

防
雷
鍼
略
説』

に
み
る
言

説
は
、『

古
事
記』

由
来
の

｢

造
化｣
と
い
っ
た
言
葉
を
用
い
つ
つ
西
洋
科
学
を
説
明
し

｢

開
化
の
域
に
赴
く
べ
し｣

と
説
く
、

典
型
的
な
啓
蒙
科
学
の
テ
ク
ス
ト
で
あ
っ
た
。
だ
が
、『

造
化
経』

は
、
逆
に
科
学
の
概
念
を
も
ち
い
て
伝
統
的
な
神
道
学
説
を

主
張
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
な
ら
ば
、
田
中
聡
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、｢

明
石
が
唱
え
た
の
は
、
プ
ラ
ス
と
マ
イ

ナ
ス
と
か
ら
な
る
電
気
の
性
質
を
、
神
道
の
世
界
観
に
習
合
さ
せ
た
科
学
神
道
、
電
気
神
道

(

�)｣

で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
む

ろ
ん
、
そ
れ
自
体
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
現
象
な
の
だ
が
、
ど
う
も
明
石
の
場
合
、
当
時

(

一
八
八
八
年

[

明
治
二
一
年]

頃)

の
同
時
代
的
な
電
気
学
の
知
識
と
い
う
よ
り
は
、
一
世
代
前
の
一
八
世
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀
前
半
の
啓
蒙
時
代
や
ロ
マ
ン
主
義

時
代
の
電
気
概
念
、
つ
ま
り
不
可
秤
量
流
体
と
し
て
の
電
気
の
概
念
な
い
し
イ
マ
ー
ジ
ュ
が
残
響
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
明
石
に
は
、
も
う
一
つ
興
味
深
い
テ
ク
ス
ト
が
あ
る
。
一
八
九
六
年

(

明
治
二
九
年)

に
執
筆
さ
れ
た
草
稿
で

『

鎮

神
術
玄
義』

と
題
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
公
刊
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
田
中
緑
江

『

明
治
文
化
と
明
石
博
高
翁』

に
は
そ
の
目
次
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と
一
部
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
テ
ク
ス
ト
の
冒
頭
部
分
で
明
石
が
定
義
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、｢

鎮
神
術｣

と
は

｢『
ソ
ム
ナ
ム
ブ
リ
ス
ミ
ュ
ス』

と
謂
え
る
羅
典
語
の
義
訳｣

と
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
カ
ナ
表
記
か
ら
推
定
さ
れ
る
ラ
テ
ン
語

som
nam

bulism
us

は

｢

夢
遊
病｣

の
意
味
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
テ
ク
ス
ト
全
体
を
読
め
ば
、｢

鎮
神
術｣

が

｢

催
眠
術｣

を
意

味
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら

(

�)

、
こ
こ
に
は
若
干
の
概
念
的
混
乱
が
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
も
ま
た
、

新
し
い
概
念
の
移
入
期
の
興
味
深
い
現
象
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
重
要
な
の
は

｢

又
此
術
を

『

メ
ッ
ス
メ
ル

ズ
ム』

と
謂
ふ
、
則
此
術
の
主
唱
者

『

メ
ッ
ス
メ
ル』

氏
の
名
に
出
る
な
り

(

�)｣

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
メ
ス

メ
リ
ス
ム
の

｢

功
験｣
を

｢
動
物
磁
石
力｣

で
あ
る
と
し
て
い
る

(

�)

。
こ
の
記
述
だ
け
で
は
明
石
が
メ
ス
メ
リ
ス
ム
を
不
可
秤
量
流

体
に
よ
る
実
体
論
と
し
て
捉
え
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
今
日
の
理
解
に
近
い
催
眠
効
果
と
し
て
機
能
論
的
に
捉
え
て
い
た
の
か
、

断
定
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
。
と
も
か
く
少
な
く
と
も
言
え
る
の
は
、
明
石
が
メ
ス
メ
ル
の
こ
と
を
一
八
九
六
年(

明
治
二
九
年)

の
時
点
で
か
な
り
詳
し
く
知
っ
て
お
り
、
メ
ス
メ
リ
ス
ム
を
自
ら
の
唱
え
る
鎮
神
術
と
同
じ
も
の
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
明
石
は
メ
ス
メ
リ
ス
ム
の
復
活
を
願
い
、｢

往
時
世
に
唱
へ
ら
れ
た
る
鎮
神
術
を
講
究
す
る
事
最
も
切
な
り

(

�)｣

と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
、
メ
ス
メ
リ
ス
ム
の
捉
え
方
が
実
体
論
寄
り
な
の
か
機
能
論
寄
り
な
の
か
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
の

は
、『

鎮
神
術
玄
義』

の
目
次
で
あ
る
。
こ
こ
に
は｢
造
化
大
能
力
は
電
力
に
帰
す
る
を
論
説
す｣

｢

身
体
中
電
気
流
通
自
然
の
態｣

｢

電
流
違
和
に
因
て
疾
病
を
発
る
理｣

な
ど
の
文
言
が
み
ら
れ
る

(

�)

。
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
メ
ス
メ
ル
著
作
の
最
初
の
邦
訳
か

ら
し
て

『

動
物
電
気
概
論』

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
日
本
で
、
動
物
電
気
概
念
と
動
物
磁
気
概
念

は
し
ば
し
ば
混
同
さ
れ
て
い
た

(

�)

。｢

動
物
磁
石
力｣

に
加
え
て
、｢

電
力｣

｢

電
気
流
通｣

｢

電
流｣

な
ど
の
表
現
を
み
る
と
、
明
石

は
メ
ス
メ
リ
ス
ム
を
か
な
り
実、
体、
論、
寄
り
に
、
つ
ま
り
不
可
秤
量
流
体
の
作
用
と
し
て
理
解
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
明
石
の
思
想
は
啓
蒙
期
以
降
の
時
代
の
、
こ
の
よ
う
な
近
代
西
欧
科
学
と
伝
統
宗
教
の
相
互
作
用
の
一
例
と
し
て
充
分
に
興
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味
深
い
対
象
だ
が
、
西
欧
に
お
い
て
〈
科
学
〉
と
し
て
の
地
位
を
奪
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
不
可
秤
量
流
体
概
念
が
流
れ
着
い
た
先
に

生
じ
た
独
特
の
思
想
と
し
て
も
、
観
念
史
的
現
象
の
一
症
例
と
し
て
、
き
わ
め
て
興
味
を
引
か
れ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
よ
う
に
、
明
石
が
科
学
と
し
て
の
電
気
学
に
知
識
を
も
ち
、
不
可
秤
量
流
体
の
概
念
を
も
西
欧
の
書
物
を

通
じ
て
知
り
、
そ
れ
ら
を
神
道
の
教
義
と
融
合
さ
せ
て
い
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
疑
問
が
生
じ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
方
面

に
手
を
広
げ
つ
つ
も
晩
年
ま
で
医
業
を
職
と
し
つ
づ
け
た
と
い
う
意
味
で
医
師
で
あ
る
明
石
に
と
っ
て
、
医
学
理
論
や
人
体
観
と

電
気
の
学
説
は
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
る
の
か
。『

鎮
神
術
玄
義』

目
次
に
あ
っ
た

｢

電
流
違
和
に
因
て
疾
病
を
発
る
理｣

と
い
う

文
言
か
ら
推
測
す
る
に
、
明
石
は
体
内
電
位
の
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
の
平
衡
が
崩
れ
る
と
病
気
が
起
こ
り
、
そ
れ
は
何
ら
か
の
電

気
的
方
法
で
治
療
で
き
る
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
も
と
も
と
江
戸
時
代
に
平
賀
源
内

(

一
七
二
八

[

享
保
一
三]

―
一

七
八
〇[

安
永
八])

、
桂
川
甫
周(
一
七
五
一[

宝
暦
元]

―
一
八
〇
九[

文
化
六])

、
佐
久
間
象
山(

一
八
一
一[

文
化
八]

―

一
八
六
四

[

元
治
元])

に
よ
っ
て
高
圧
電
気
の
治
療
へ
の
応
用
が
試
み
ら
れ
て
い
た

(

�)

。
博
識
な
明
石
は
そ
れ
ら
を
知
っ
て
い
た

か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
米
国
で
は
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
が
す
で
に
一
七
五
〇
年
代
に
麻
痺
患
者
を
電
気
刺
激
に
よ
り
治
療
し
よ
う
と
試

み
て
お
り

(

�)

、『

防
雷
鍼
略
説』

で
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
に
言
及
し
て
い
る
明
石
が
、
何
ら
か
の
経
路
で
、
こ
の
情
報
を
得
て
い
た
可
能

性
も
否
定
で
き
な
い
。

現
時
点
で
、
筆
者
は

『

鎮
神
術
玄
義』

の
全
文
を
入
手
し
え
て
い
な
い
。
ま
た
明
石
に
は

『

電
機
医
説』

と
い
う
未
定
稿
が
存

在
す
る
ら
し
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
テ
ク
ス
ト
が
現
存
し
閲
覧
可
能
で
あ
れ
ば
、
同
時
代
、
あ
る
い
は
そ

の
前
後
の
時
代
の
電
気
を
め
ぐ
る
学
説
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
近
代
化
・
民
主
化
の
過
程
や
啓
蒙
的
思
想
の
な
か
で

｢

電
気｣

概

念
の
も
っ
た
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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ケ
ー
ス
Ⅱ

松
本
道
別

(

一
八
七
二
―
一
九
四
二)

人
体
放
射
能

続
い
て
取
り
上
げ
る
の
は
大
正
期
か
ら
昭
和
前
期
に
活
動
し
た
霊
術
家
・
松
本

ま
つ
も
と

道
別

ち
わ
き

で
あ
る
。
松
本
の
名
も
日
本
近
代
の
思
想

史
・
文
化
史
に
お
い
て
一
世
代
前
で
は
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た

(

�)

。
松
本
の
思
想
と
実
践
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
田
邉
信
太
郎

『

病
い
と
社
会』

(

高
文
堂
出
版
社
、
一
九
八
九)

、
田
邉
信
太
郎
・
島
薗
進
・
弓
山
達
也
編

『

癒
し
を
生
き
た

人
々』

(

専
修
大
学
出
版
局
、
一
九
九
九)

、
島
薗
進

『〈

癒
す
知
〉
の
系
譜』

(

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三)

な
ど
の
優
れ
た
研
究

書
、
そ
し
て
一
九
九
〇
年
に
二
つ
の
書
肆
か
ら
ほ
ぼ
同
時
に
刊
行
さ
れ
た
松
本
の
主
著

『

霊
学
講
座』

(

初
版
全
四
巻
、
人
体
ラ

ジ
ウ
ム
学
会
本
部
霊
学
道
場
、
一
九
二
七

[

昭
和
二]

―
一
九
二
八

[

昭
和
三])

の
リ
プ
リ
ン
ト
版

(

�)

に
よ
っ
て
で
あ
る
。

ま
ず
は
松
本
の
来
歴
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
松
本
道
別
、
本
名
・
順
吉
は
一
八
七
二
年

(

明
治
五
年)

、
伊
勢
に
生

ま
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る

(

�)

。
幼
少
の
頃
は
体
が
弱
く
病
気
が
絶
え
な
か
っ
た
と
い
う
。
中
学
時
代
に
は
自
由
民
権
思
想
に
興
味
を
も
っ

て
校
長
と
対
立
し
た
り
、
仏
教
の
修
行
の
た
め
に
京
都
の
禅
寺
に
入
っ
た
り
も
し
た
と
い
う
。
松
本
に
よ
れ
ば
、
彼
の
家
は
国
学

の
流
れ
を
組
む
家
系
で
、
そ
の
出
自
と
自
由
民
権
思
想
か
ら
得
た
影
響
が
彼
を
し
て
の
ち
に
〈
皇
室
中
心
社
会
主
義
〉
な
る
も
の

を
唱
導
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
学
校
は

｢

早
稲
田
の
学
園
を
出

(

�)｣

た
と
述
べ
て
い
る
。
早
稲
田
を
出
た
の
ち
は

国
典
の
研
究
に
専
念
し
、
本
居
宣
長
流
の
復
古
神
道
を
と
な
え
た

(

�)

。
そ
の
後
、
一
九
〇
五
、
六
年

(

明
治
三
八
、
九
年)

頃
、

｢

猛
烈
な
る
社
会
主
義
を
実
行｣

し
た
結
果
、
兇
徒
聚
集
罪
の
首
謀
者
と
し
て
逮
捕
・
投
獄
さ
れ
、
一
九
一
〇
年

(

明
治
四
三)

年
ま
で
獄
中
に
過
ご
す

(

�)

。
こ
の
時
代
、
多
く
の
政
治
犯
た
ち
が
獄
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
思
想
的
経
験

思
想
の
深
化
、
進
展
、
あ

る
い
は
転
向

を
し
て
い
る
が
、
松
本
も
そ
の
例
に
洩
れ
な
い
。
彼
は
厳
冬
の
監
獄
で
粗
末
な
獄
衣
の
骨
身
に
染
み
る
寒
さ
、

そ
ん
な
酷
虐
な
状
況
で
も
風
邪
ひ
と
つ
ひ
か
な
い
自
分
の
体
、
鉄
柵
の
窓
外
に
囀
る
雀
、
等
々
、
経
験
す
る
こ
と
す
べ
て
を
思
索

の
糧
と
し
た
。
同
時
に
、
生
物
学
や
進
化
論
に
つ
い
て
も
研
究
し
た
と
い
う

(

�)
。
獄
中
で
の
思
索
・
研
究
か
ら
松
本
が
得
た
結
論
は
、
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概
略
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
人
間
は
進
化
の
過
程
で
直
立
二
足
歩
行
を
獲
得
し
た
。
そ
の
結
果
、
立
っ
て
歩
く

と
い
う
こ
と
が
内
臓
器
官
を
圧
迫
す
る
。
そ
し
て
、
自
由
に
な
っ
た
前
足

(

両
手)

に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
発
明
を
す
る
よ
う
に

な
り
、
火
食
を
始
め
た
。
そ
の
結
果
、
胃
腸
が
弱
く
な
り
活
気
活
力
が
失
わ
れ
た
。
さ
ら
に
被
服
を
発
明
し
た
こ
と
に
よ
り
、
天

与
の
毛
皮
を
失
っ
た
。
爾
来
、
人
間
は
神
の
恩
寵
か
ら
見
放
さ
れ
て
い
る
。
い
か
に
自
然
を
征
服
し
利
用
し
て
も
、
自
然
か
ら
復

讐
を
受
け
る
。
だ
か
ら
医
学
の
進
歩
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
間
の
身
体
は
虚
弱
に
な
る
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
自
然
か
ら
の
天

罰
な
の
だ
。
だ
か
ら
一
日
も
早
く

｢

人
為
的
か
ら
目
覚
め
て
自
然
に
還
り
、
自
然
的
生
活
を
履
行
せ
ね
ば
滅
亡
は
目
前
で
あ
る

(

�)｣

。

こ
の
結
論
を
胸
に
、
出
所
後
の
松
本
は
極
力
、
自
然
的
生
活
を
励
行
し
た
。
そ
れ
は

｢

動
物
を
基
準｣

と
す
る
も
の
で

(

�)

、
火
食
を

避
け
、
日
光
浴
を
し
、
水
浴
び
を
し
、
深
呼
吸
を
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
健
康
は
良
好
に
、
体
格
も
立
派

に
な
っ
た
と
い
う
。
松
本
は
さ
ら
に
強
健
に
な
る
途
を
求
め
て
、
当
時
流
行
の
岡
田
虎
二
郎

(

一
八
七
二

[

明
治
五]

―
一
九
二

〇[

大
正
九])

に
よ
る
〈
岡
田
式
静
坐
法
〉
や
田
中
守
平(

一
八
八
四[

明
治
一
七]

―
一
九
二
九[

昭
和
四])

の
〈
太
霊
道
〉

な
ど
の
身
体
技
法
・
霊
術
を
試
み
る

(

�)

。
そ
う
し
た
研
究
の
な
か
か
ら
、
松
本
は
〈
人
体
ラ
ヂ
ウ
ム
〉
な
る
着
想

(

の
ち
に
人
体
放

射
能
と
改
称)

を
得
る
に
い
た
る
。
人
体
ラ
ヂ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
、
本
章
後
半
で
詳
細
に
検
討
す
る
が
、
簡
単
に
説
明
す
る
な
ら
、

人
体
に
は
固
有
の
放
射
能
が
あ
り
、
こ
の
放
射
能
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
病
気
の
治
療
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

と
も
か
く
こ
の
概
念
の
研
究
と
普
及
を
は
か
る
た
め
、
彼
は
一
九
一
七
年

(

大
正
六
年)

に
〈
人
体
ラ
ジ
ウ
ム
学
会
〉
を
設
立
し

会
長
と
な
る
。
会
員
を
募
り
、
講
習
会
を
開
き
、
人
体
ラ
ジ
ウ
ム
に
よ
る
疾
病
治
療
な
ど
を
実
践
す
る
。
一
九
二
二
年

(

大
正
一

一
年)

に
は

『

人
体
ラ
ヂ
ウ
ム
療
法
講
義』

第
一
巻

(

人
体
ラ
ヂ
ウ
ム
学
会)

を
刊
行
。
こ
の
前
後
か
ら
、
松
本
は
交
霊
術
の
研

究
に
本
格
的
に
打
ち
込
む
。
一
九
二
七
年

(

昭
和
二
年)

か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
人
体
ラ
ヂ
ウ
ム
説
と
交
霊
術
を
ま
と
め
た
松
本

の
集
大
成
と
い
う
べ
き
主
著

『

霊
学
講
座』

全
四
冊
を
刊
行
。
以
後
も
人
体
ラ
ヂ
ウ
ム
説
の
研
究
、
講
演
、
著
述
、
そ
し
て
治
療
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実
践
を
続
け
、
一
九
四
二
年

(

昭
和
一
七
年)

、
病
没
し
て
い
る
。
明
石
博
高
が
多
方
面
の
活
躍
を
し
た
の
に
対
し
、
松
本
は
基

本
的
に
、
終
生
霊
術
家
と
し
て
生
き
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
彼
の
来
歴
は
、
若
い
頃
の
投
獄
な
ど
、
い
く
つ
か
の
出
来
事
を
除
け

ば
、
比
較
的
平
坦
な
も
の
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、『

霊
学
講
座』

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
彼
の
思
想
は
、
驚
異
と

綺
想
に
満
ち
て
お
り
、
な
お
か
つ
同
時
代
の
自
然
科
学
を
豊
か
に
吸
収
し
た
も
の
で
、
通
俗
的
な
文
体
で
書
か
れ
て
い
な
が
ら
、

な
か
な
か
に
知
的
な
趣
き
を
も
つ
。
以
下
、『

霊
学
講
座』

を
主
た
る
コ
ー
パ
ス
と
し
て
、
彼
の
人
体
ラ
ヂ
ウ
ム
説
を
検
討
し
て

み
よ
う
。

ま
ず
、
全
篇
の
冒
頭

｢
例
言｣

に
お
い
て
、｢

本
講
座
は
予
の
世
界
的
発
見
に
か
ゝ
る
人、
体、
放、
射、
能、
を
経
と
し
、
古
今
東
西
一

切
の
霊
術
の
精
髄
を
緯
と
し
て
組
織
せ
る
我
が
霊
学
を
講
述
せ
る
も
の｣

で
あ
る
こ
と
が
宣
さ
れ
る

(

�)

。
で
は
、
そ
の
人
体
放
射
能

と
は
な
に
か
。
松
本
が
こ
の
概
念
の
着
想
を
得
た
契
機
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
先
述
の
と
お
り
、
出
獄
後
、
生
物
学
や
進
化

論
、
端
的
に
い
っ
て
生
命
と
は
何
か
と
い
う
問
題
を
考
え
続
け
て
い
た
。
田
中
守
平
の
い
わ
ゆ
る
霊
子
作
用
に
も
注
目
し
た
が
、

そ
れ
は

｢

昔
メ
ス
メ
ル
の
唱
道
し
た
動
物
磁
気
と
同
一
作
用
で
、
生
命
の
根
本
作
用
な
ど
ゝ
は
請
取
れ
な
い

(

�)｣

と
い
う
わ
け
で
、

ま
た
し
て
も
メ
ス
メ
ル
で
あ
る
が
、
彼
は
メ
ス
メ
リ
ス
ム
に
は
慊

あ
き
た

ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。｢

予
は
生
物
学
や
進
化
論
の
傍
ら
、

当
時
日
本
の
学
会
に
も
大
分
や
か
ま
し
く
な
っ
て
来
た
ラ
ヂ
ウ
ム
の
研
究
を
始
め
た
。
併
し
非
常
に
高
価
の
物
で
到
底
手
に
入
れ

る
訳
に
行
か
ぬ
の
で
、
僅
に
書
物
の
上
で
研
究
す
る
許
り
で
あ
つ
た
が
、
一
日

『

萬
朝
報』

紙
上
で
、
独
逸
ハ
イ
デ
ル
ブ
ル
グ
大

学
の
助
手
、
ド
ク
ト
ル
、
カ
ー
ス
な
る
人
が
、
人
体
の
内
臓
に
ラ
ヂ
ウ
ム
作
用
の
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
と
云
う
記
事
を
読
ん
だ
。

其
以
前
か
ら
学
界
の
一
問
題
と
な
つ
て
ゐ
た
念、
写、
な
ど
と
対
照
し
て
、
之
が
予
の
頭
脳
に
大
な
る
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
、
人
体
ラ
ヂ

ウ
ム
と
い
う
概
念
が
葦
芽

あ
し
か
び

の
ご
と
く
角つ

の

ぐ
み
初
め
た
の
で
あ
る

(

�)｣

。

こ
れ
だ
け
の
情
報
だ
と
、
カ
ー
ス
と
い
う
人
物
と
彼
の

｢

発
見｣

が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
特
定
す
る
こ
と
は
難
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し
い
。
と
も
か
く
も
、
松
本
は
早
速
実
験
を
行
な
う
。
そ
れ
は
、
メ
ス
メ
リ
ス
ム
に
満
足
し
な
か
っ
た
松
本
が
考
え
た
だ
け
の
こ

と
は
あ
っ
て
、
実
に
大
胆
な
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
暗
示
な
ど
の
可
能
性
を
排
除
し
き
れ
な
い
生
理
・
心
理
現
象
を
実
験

対
象
と
し
た
の
で
は
な
く
、
物、
理、
作、
用、
を
対
象
と
す
る
実
験
を
行
な
っ
た
。
彼
は
ラ
ジ
ウ
ム
の
放
射
線
が
水
晶
を
変
色
さ
せ
る
と

い
う
情
報
を
得
て
い
た
。
そ
こ
で
手
許
の
不
透
明
な
水
晶
で

｢

試
験｣

し
て
み
る
と
、｢

手
に
握
つ
て
ゐ
る
部
分
が
段
々
あ
か
る

く
透、
明、
に
な
つ
て
き｣

て
、
さ
ら
に

｢

強
く
息
を
吐
き
懸
け
れ
ば
、
一
個
の
水
晶
は
首
尾
よ
く
透
明
と
な
つ
た｣

と
い
う
。
し
か

も
こ
の
現
象
は
、
松
本
の
述
べ
る
と
こ
ろ
で
は
、
再
現
性
が
あ
っ
た
。
彼
は
約
一
箇
月
の
実
験
期
間
で
数
十
の
不
透
明
水
晶
に
呼

気
を
吹
き
付
け
、
水
晶
の
個
体
差
で
透
明
に
な
る
程
度
こ
そ
違
っ
た
も
の
の
、｢

人
体
放
射
能
の
作
用
は
不
透
明
の
水
晶
を
透
明

に
変
ぜ
し
め
る｣

と
断
言
し
う
る
成
績
は
挙
げ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る

(

�)

。
さ
ら
に
松
本
は
同
様
の
方
法
で
角
砂
糖
を
褐
色
に
す
る

実
験
に
成
功
し
、
さ
ら
に
は
一
九
一
七
年

(

大
正
六
年)

、
硫
化
亜
鉛
の
感
光
板
を
呼
気
で
感
光
さ
せ
る
こ
と
に
も
成
功
し
た
と

述
べ
て
い
る

(

�)

。
こ
の
結
果
に
気
を
良
く
し
た
松
本
は
新
聞
各
紙
に
連
絡
を
と
る
。
だ
が
取
材
に
来
た
の
は『

国
民
新
聞』

の
み
で
、

そ
の
報
道
も
感
光
板
を
入
手
し
た
商
店
の
支
配
人
に
よ
る
否
定
的
な
コ
メ
ン
ト
を
附
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
今
度
は
、
松

本
の
先
輩
で
親
密
な
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
和
田
垣
謙
三

(

一
八
六
〇

[

万
延
元]

―
一
九
一
九

[

大
正
八

(

�)])

を
介
し
て
、
か

つ
て
念
写
の
検
証
実
験
を
行
な
い
当
時
は
東
京
帝
大
総
長
と
な
っ
て
い
た
山
川
健
次
郎
に
実
験
を
依
頼
す
る
も
返
事
が
来
な
い
。

松
本
に
よ
る
と

｢

和
田
垣
博
士
に
催
促
す
る
と
、『

事
情
は
斯
う
で
あ
る
。
先
づ
山
川
総
長
か
ら
理、
科、
大、
学、
の
長
岡
範
太
郎
博
士

に
廻
し
た
所
、
之
は
変
態
心
理
に
属
す
る
問
題
だ
ろ
う
と
て
文、
科、
の
松
本
亦
太
郎
博
士
に
移
し
た
。
し
か
る
に
松
本
博
士
も
亦
、

之
は
生
理
に
属
す
る
か
ら
と
て
更
に
医、
科、
に
転
送
し
た
。
医
科
で
は
学
長
の
青
山
胤
通
博
士
が
書
類
を
一
見
し
て
、
之
は
一
寸
わ

[

マ

かマ

]

つ
た
奴
だ
と
言
つ
て
、
物、
理、
的、
療、
法、
の
眞
鍋
嘉
一
郎
氏
に
廻
し
た
か
ら
、
軈
て
何
と
か
言
つ
て
来
る
だ
ら
う
。』

と
の
事
で
あ

る

(

�)｣

。
結
局
、
松
本
の
人
体
ラ
ヂ
ウ
ム
は
帝
大
の
教
授
陣
か
ら
は
相
手
に
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
松
本
は
自
力
で
研
究
を
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続
け
、
こ
の
人
体
ラ
ヂ
ウ
ム
が
出
す
放
射
線
が

｢

ア
ル
ハ
ー

[

ア
ル
フ
ァ]

線｣

で
あ
る
こ
と
を

｢

発
見｣

す
る

(

�)

。
そ
の
後
、
独

自
の
人
体
ラ
ヂ
ウ
ム
検
出
装
置
を
考
案
す
る
な
ど
し
て
、
物
理
的
研
究
を
進
め
る
。
松
本
は
生
物
学
や
進
化
論
の
研
究
に
熱
中
す

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は

｢

純、
粋、
の、
唯、
物、
論、
者、
と
し
て
無、
神、
無、
霊、
魂、
を、
主、
張、｣

し
て
き
た
が
、
人
体
放
射
能
の
研
究
が
進
む
に
つ

れ
て
、｢
西、
洋、
の、
科、
学、
者、
の、
心、
霊、
研、
究、｣

か
ら
も
影
響
を
受
け
、
心
霊
論
に
傾
い
て
い
っ
た
と
い
う

(

�)

。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
経
緯
で

｢

発
見｣

さ
れ
、
松
本
を
心
霊
術
へ
と
導
い
て
い
っ
た
人
体
ラ
ヂ
ウ
ム
あ
る
い
は
人
体
放
射
能

と
は
、
よ
り
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
概
念
な
の
だ
ろ
う
か
。
松
本
の
講
述
に
今
少
し
耳
を
傾
け
て
み
よ
う
。

松
本
は

『

霊
学
講
座』
第
三
冊
学
理
篇
で
、
ラ
ジ
ウ
ム
や
放
射
能
に
つ
い
て
、
一
般
的
な
説
明
を
し
て
い
る

(

�)

。
そ
れ
は
当
時
の

科
学
の
状
況
を
鑑
み
る
に
、
か
な
り
妥
当
で
的
確
な
も
の
で
あ
る
。
彼
が
参
考
文
献
と
し
て
挙
げ
て
い
る
書
物
の
な
か
に
は
、
一

九
二
一
年
に
核
崩
壊
や
同
位
元
素
の
研
究
で
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し
て
い
る
英
国
の
化
学
者
ソ
デ
ィ

(Frederick
Soddy,

1877-1956)

の�
��

�����	���
����
�


�

����

(N
ew

Y
ork,Putnam

�s
Sons,1909)

な
ど
、
相
当
水
準
の
高
い
文
献
も
見
い

だ
さ
れ
る

(

�)

。
松
本
は
ラ
ジ
ウ
ム
の
よ
う
な
物
質
の
も
つ
通
常
の
放
射
能
と
、
人
体
の
放
射
能
が
同
じ
物
理
的
性
質
を
有
す
る
こ
と

を
説
明
す
る
。
彼
が
も
っ
と
も
重
視
す
る
の
は
感
光
物
質
を
光
ら
せ
る
作
用
を
両
者
と
も
に
も
つ
こ
と
で
、
一
九
一
七
年

(

大
正

六
年)

の
硫
化
亜
鉛
感
光
板
の
実
験
に
不
備
が
あ
っ
た
こ
と(

購
入
時
点
で
微
量
の
ラ
ジ
ウ
ム
が
附
着
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る)

を
認
め
た
上
で
、
翌
年
新
た
に
粉
末
状
ま
た
は
結
晶
状
の
硫
化
亜
鉛
を
用
い
て
実
験
を
行
な
っ
た
。
購
っ
た
業
者
か
ら
ラ
ジ
ウ
ム

が
混
入
し
て
い
な
い
こ
と
は
確
認
し
た
上
で
、
直
接
指
先
で
捏
ね
て
み
る
と
、
塩
化
亜
鉛
は
青
い
光
を
放
っ
た
。
こ
の
と
き
松
本

は
人
体
放
射
能
の
存
在
を
確
信
し
た
と
い
う

(

�)

。
松
本
は
人
体
放
射
能
が
ラ
ジ
ウ
ム
放
射
能
と
同
じ
よ
う
な
物
理
作
用
を
も
つ
と
し

て
、
水
晶
や
氷
砂
糖
な
ど
の
変
色
、
網
膜
へ
の
感
光
、
電
離
作
用
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
こ
こ
か
ら
が
彼
の

霊
学
思
想
と
直
接
か
か
わ
る
の
だ
が
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、｢[

…]

ラ
ヂ
ウ
ム
の
ア
ル
ハ
ー
線
は
陽
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電
気
性
で
あ
る
。
而
し
て
凡
て
の
電、
気、
は、
人、
体、
の、
神、
経、
を、
刺、
激、
し、
て、
一、
種、
の、
震、
動、
を、
起、
さ、
し、
め、
る、
も、
の、
で、
あ、
る、
か
ら
、
ラ
ヂ
ウ
ム

を
人
体
に
接
触
す
る
こ
と
に
因
つ
て
震
動
の
起
る
の
は
固
よ
り
当
然
の
こ
と
ゝ
思
う

(

�)｣

。
ま
た
、
人
体
放
射
能
と
呼
吸
と
の
重
要

な
関
係
が
指
摘
さ
れ
る
。
松
本
は｢

呼
吸
が
人
体
放
射
能
を
発
生
す
る｣

と
い
い
、
そ
れ
を
原
子
崩
壊
の
理
論
で
説
明
し
て
い
る
。

さ
ら
に
彼
は

｢

吾
人
の
生
命
の
本
体
た
る
心、
霊、
は

[

…]

無
形
な
が
ら
も
全
て
一、
種、
の、
放、
射、
能、
体、
で
あ
つ
て
、
ラ
ヂ
ウ
ム
の
如
く

絶
え
ず
放
射
能
を
出
し
つ
ゝ
あ
る｣

と
ま
で
言
う
の
で
あ
る

(

�)

。
そ
し
て
、
人
体
が
放
射
能
を
も
ち
、
ま
た
放
射
線
の
刺
激
に
よ
っ

て
心
身
に
変
化
が
生
じ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
松
本
は
、
こ
の
人
体
放
射
能
を
治
療
に
応
用
し
よ
う
と
い
う
考
え
を
抱
く
よ
う
に
な

る
。
一
九
一
九
年

(

大
正
八
年)

頃
か
ら
病
気
治
療
の
実
験
を
始
め
、
最
初
は
家
人
・
友
人
に
試
し
、
い
ず
れ
も
奏
功
し
た
と
い

う

(

�)

。
だ
が
、
難
病
の
治
療
は
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
成
果
を
挙
げ
ら
れ
ず
、
さ
ら
な
る
研
究
の
必
要
を
痛
感
す
る
。
松
本
は
生
理
・

解
剖
の
研
究
に
励
み
、
和
漢
の
医
学
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
鍼
灸
か
ら
骨
相
学
、
手
相
学
、
ヨ
ー
ガ
、
祈
祷
、
そ
の
他
一
切
の
心
身
を

め
ぐ
る
技
法
・
知
識
を
比
較
研
究
す
る
。
こ
の
研
究
の
な
か
か
ら
、
や
が
て
交
霊
術
の
探
究
へ
と
進
む
。
そ
の
全
容
は

『

霊
学
講

座』

の
第
四
冊
帰
神
交
霊
篇
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
本
稿
で
は
彼
の
霊
学
思
想
の
全
体
を
扱
う
こ
と
は
と
て
も
で
き
な
い
。

こ
こ
で
は
、
人
体
ラ
ヂ
ウ
ム
・
人
体
放
射
能
説
の
み
を
検
討
す
る
。
こ
の
説
を
簡
単
に
ま
と
め
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

人
体
は
放
射
能
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
人
体
放
射
能
は
ラ
ジ
ウ
ム
の
放
射
能
と
同
様
の
物
理
的
・
生
理
的
性
質
を
有
し
、
人
間

の
心
身
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
人
間
の
心
霊
が
そ
も
そ
も
形
の
な
い
放
射
性
物
質
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
整
理
し
て
み
る
と
、
も
は
や
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
人、
体、
放、
射、
能、
説、
は、
二、
〇、
世、
紀、
初、
頭、
の、
日、
本、
に、
生、
ま、
れ、
た、
メ、
ス、
メ、

リ、
ス、
ム、
に、
他、
な、
ら、
な、
い、
。
メ
ス
メ
リ
ス
ム
は
金
属
の
磁
気
と
同
様
に
生
物
体
に
も
磁
気
が
あ
り
、
そ
の
磁
気
は
金
属
の
磁
気
と
類

比
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
人
間
の
心
身
に
も
影
響
を
与
え
る
と
い
う
主
張
で
あ
っ
た
。
メ
ス
メ
ル
自
身
は
動
物
磁
気
の
物
理
的
性

質
を
実
測
す
る
実
験
は
行
な
っ
て
い
な
い
こ
と
、
人
間
の
魂
の
本
体
が
無
形
の
磁
性
体
だ
と
ま
で
は
必
ず
し
も
主
張
し
て
い
な
い

人体､ 電気､ 放射能
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と
い
う
点
で
、
松
本
の
ほ
う
が
過
激
で
あ
る
が
、
論
理
構
造
と
し
て
は
メ
ス
メ
リ
ス
ム
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
す
で
に
引
用
し
た

よ
う
に
、
松
本
は
メ
ス
メ
リ
ス
ム
に
批
判
的
な

と
い
う
よ
り
は
不
満
足
だ
と
い
う

記
述
も
し
て
い
る
が
、
次
の
よ
う
に

も
述
べ
て
い
る
。｢

西
洋
で
は
未
だ
人
体
放
射
能

ヒ
ウ
マ
ン
ラ
ヂ
オ
ア
ク
チ
ヴ
イ
チ
イ

の
理
論
や
名
称
を
知
ら
ぬ
か
ら
、
依
然
と
し
て
動
物
磁
気

ア
ニ
マ
ル
マ
グ
ネ
チ
ズ
ム

と
云
ふ
。
そ

し
て
霊
憑
は
全
て
霊
媒
者
の
動
物
磁
気
を
利
用
し
て
出
現
す
る
も
の
だ
と
云
ふ

(

�)｣

。
つ
ま
り
彼
は
人
体
放
射
能
と
動
物
磁
気
、
す

な
わ
ち
メ
ス
リ
ス
ム
の
想
定
す
る
不
可
秤
量
流
体
が
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る

(

�)

。

と
こ
ろ
で
、
松
本
の
〈
人
体
ラ
ヂ
ウ
ム
〉
あ
る
い
は
〈
人
体
放
射
能
〉
の
概
念
が
、
メ
ス
メ
ル
の
磁
気
流
体
の
ご
と
き
仮
想
的

な

｢

微
細
流
体｣

｢

不
可
秤
量
流
体｣

の
概
念
で
あ
る
こ
と
は
今
や
明
ら
か
で
あ
る
が
、
彼
は
そ
れ
を
な
ぜ
ラ
ジ
ウ
ム
、
放
射
能

な
ど
と
い
う
不、
穏、
な、
名
で
呼
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
メ
ス
メ
リ
ス
ム
な
ど
に
つ
い
て
も
か
な
り
正
確
な
知
識
を
も
っ

て
い
た
松
本
が
、
人
体
や
生
命
の
問
題
を
研
究
す
る
た
め
に
、
磁
気
や
電
気
で
は
な
く
ラ
ジ
ウ
ム
や
放
射
線
に
注
目
し
た
の
は
な

ぜ
か
。
そ
れ
は
や
は
り
、
ラ、
ジ、
ウ、
ム、
や、
放、
射、
能、
が、
当、
時、
の、
最、
先、
端、
科、
学、
で、
あ、
っ、
た、
こ、
と、
が
大
き
い
だ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派

の
詩
人
や
哲
学
者
た
ち
が
詩
的
直
感
の
源
泉
や
神
の
現
わ
れ
を
当
時
の
最
新
科
学
で
あ
っ
た
ガ
ル
ヴ
ァ
ー
ニ
電
気

(

動
物
電
気)

や
雷
の
電
気
説
に
求
め
た
よ
う
に
、
人
間
の
神
秘
的
な
能
力
や
神
的
存
在
を
信
じ
る
人
々
が
し
ば
し
ば
参
照
す
る
の
は
最
新
の
科

学
な
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
ラ
ジ
ウ
ム
と
か
放
射
能
な
ど
と
き
く
と
、
現
代
の
わ
れ
わ
れ
は
危
う
げ
な
も
の
を
思
い
浮
か
べ
る

が
、
松
本
の
時
代
、
事
情
は
今
日
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。｢

ラ
ヂ
ウ
ム｣

(

ラ
ジ
ウ
ムle

radium
)

と
い
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス

の
科
学
者
マ
リ
・
キ
ュ
リ
ー

(M
arie

C
urie,1867-1934)

が
夫
ピ
エ
ー
ル
・
キ
ュ
リ
ー

(Pierre
C
urie,1859-1906)

と
と
も

に
発
見
し
た
放
射
性
元
素
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。R

adium
の
語
源
は
ラ
テ
ン
語
のradius

(

光
・
放
射)

。-ium

は

ラ
テ
ン
語
の
名
詞
語
尾
で
近
代
語
で
は
主
に
金
属
元
素
名
の
語
尾
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
だ
か
ら
ラ
ジ
ウ
ム
と
は
文
字
通
り
に
は

〈
放
射
す
る
元
素
〉
の
意
味
で
あ
る
。
ま
た

｢

放
射
能｣

(la
radioactivit� )

も
マ
リ
・
キ
ュ
リ
ー
の
作
っ
た
言
葉
で
、
ラ
ジ
ウ

334



ム
の
よ
う
な
特
定
の
物
質
が
放
射
線
を
出
す
能
力
を
指
す
。
今
日
の
わ
れ
わ
れ
は
放
射
性
元
素
が
人
体
に
と
っ
て
危
険
で
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
い
る
。
だ
が
、
ラ
ジ
ウ
ム
が
発
見
さ
れ
た
一
八
九
六
年

(

明
治
二
九
年)

当
時
、
放
射
線
の
危
険
性
は
ま
だ
西
欧
で

も
充
分
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
放
射
線
被
曝
の
危
険
性
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
が
Ｘ
線
を
発
見
し
た
一
八
九
五
年
に
或
る
程
度
認
識

さ
れ
て
お
り
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
徐
々
に
放
射
線
障
碍
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
が
、
人
体

に
と
っ
て
放
射
線
が
有
害
で
あ
る
こ
と
が
決
定
的
に
証
明
さ
れ
る
に
は
一
九
四
五
年
に
広
島
と
長
崎
で
起
こ
っ
た
、
あ
の
惨
禍
を

俟
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ま
で
の
間
、
放
射
線
の
人
体
へ
の
影
響
は
は
っ
き
り
と
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
今
日
も
ラ
ジ
ウ

ム
温
泉
な
ど
に
そ
の
名
残
が
あ
る
よ
う
に
、
放
射
線
は

(

少
量
で
あ
れ
ば)

む
し
ろ
人
体
に
有
益
だ
と
す
る
考
え
方
も
決
し
て
奇

異
で
は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
松
本
が
自
説
の
中
心
概
念
と
し
た
人
体
ラ
ジ
ウ
ム
・
人
体
放
射
能
も
、
彼
が
活
躍
し
た
大
正
か
ら

昭
和
初
期
に
お
い
て
、
今
日
ほ
ど
に
危
険
な
印
象
を
人
々
に
与
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る

(

�)

。

結
び

本
稿
で
は
西
欧
科
学
思
想
由
来
の
概
念
が
日
本
の
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
ど
の
よ
う
な
形
で
移
入
さ
れ
、
ど
の
よ
う
思
想
や
文

化
を
生
み
出
し
た
か
と
い
う
こ
と
を
明
石
博
高
と
松
本
道
別
と
い
う
二
人
の
人
物
を
例
に
検
証
し
た
。
中
心
と
な
っ
た
の
は
人
体

に
流
入
し
、
ま
た
人
体
か
ら
放
射
さ
れ
る
不
可
秤
量
流
体
の
概
念
で
あ
っ
た
。
明
石
に
と
っ
て
そ
れ
は
或
る
種
の

｢

電
気｣

で
あ

り
、
松
本
に
と
っ
て
は

｢

人
体
ラ
ヂ
ウ
ム｣

な
い
し
は

｢

人
体
放
射
能｣
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
い
ず
れ
も
着
想
の
重
要
な
源
泉

は
メ
ス
メ
リ
ス
ム
で
あ
っ
た
。
メ
ス
メ
リ
ス
ム
は
日
本
近
代
に
お
い
て
、
催
眠
術
と
し
て
移
入
さ
れ
た
と
す
る
の
が
今
日
一
般
的

な
理
解
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
単
な
る
催
眠
現
象
、
つ
ま
り
術
者
の
言
動
に
よ
る
暗
示
や
想
像
力
の
作
用
と
い
う
機
能
論
的
な
概
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念
枠
の
な
か
に
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
メ
ス
メ
ル
当
人
の
活
躍
し
た
一
八
世
紀
末
の
西
欧
に
お
い
て
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
微
細

な
流
体
に
よ
る
実、
体、
的、
な、
作、
用、
と
い
う
概
念
枠
の
な
か
で
捉
え
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
明
石
や
松
本
に
は
実
体
論
的
視
点
が

強
い
こ
と
が
本
稿
に
お
け
る
分
析
で
は
明
ら
か
に
な
っ
た

(

�)

。

[

謝
辞]

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
鈴
木
晃
仁
・
慶
應
義
塾
大
学
教
授
、
吉
永
進
一
・
舞
鶴
工
業
高
等
専
門
学
校
准
教
授
か
ら
貴
重
な
ご
教

示
を
受
け
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
稿
は
科
研
費

(

課
題
番
号10J05482)

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
す
。

注

(

１)

村
上
陽
一
郎

『

日
本
人
と
近
代
科
学』

、
新
曜
社
、
一
九
八
〇
年
、
一
〇
―
一
七
頁
。

(

２)

こ
の
六
点
を
西
欧
近
代
科
学
の
基
本
理
念
と
す
る
考
え
は
、
今
日
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
い
く
ら
か
留
保
が
あ
る
が

(

村
上
自
身
も
同
書

の
な
か
で
こ
れ
ら
の
六
点
に
い
く
つ
か
の
留
保
を
設
け
て
い
る)

、
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
、
西
欧
近
代
科
学
に
、
い
く
つ
か
の
思
想
的
基

層
構
造
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
充
分
で
あ
る
か
ら
、
各
項
目
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
踏
み
込
ま
な
い
。

(

３)

た
だ
し
、
村
上
が
西
欧
近
代
科
学
の
基
層
構
造
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
創
造
論
を
挙
げ
て
い
る
の
は
正
し
い
と
し
て
、
日
本
の
基
層
文

化
に
言
及
し

｢

わ
れ
わ
れ
は
か
つ
て
、
自
然
の
創
造
主
と
い
う
概
念
を
も
た
な
か
っ
た
し
、
創
造
主
が
こ
の
世
界
に
貫
徹
さ
せ
て
い
る
強

い
意
志
の
存
在
を
認
め
る
、
と
い
う
考
え
方
も
も
た
な
か
っ
た｣

(

村
上
、
前
掲
書
、
二
一
二
頁)

と
述
べ
て
い
る
点
に
は
疑
問
を
覚
え

る
。『

日
本
書
紀』

、『

古
事
記』

に
現
れ
る
天
之
御
中
主
神
、
高
御
産
巣
日
神
、
神
産
巣
日
神

(

造
化
三
神)

は
キ
リ
ス
ト
教
の
そ
れ
と

は
異
な
る
と
は
い
え

(

そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教
的
な
天
地
創
造
と
日
本
神
話
の
天
地
開
闢
を
単
純
に
同
一
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
は

い
え)

、
や
は
り
一
種
の
創
造
主
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
く
な
く
と
も
記
紀
の
成
立
し
た
八
世
紀
以
降
、
創
造
神
の
観
念
を
わ
れ
わ

れ
は
有
し
て
い
た
。
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(

４)

渡
辺
正
雄

『

日
本
人
と
近
代
科
学』

、
岩
波
新
書
、
一
九
七
六
年
、
七
頁
。

(

５)

同
書
、
六
頁
。

(
６)

M
ichel

Foucault,
�
��

�
���

��
���

	
����,Paris,G
allim

ard,1966.R
� im

p.,G
allim

ard,2005,p.9.C
f.

フ
ー
コ
ー
、
渡
辺
一
民
・

佐
々
木
明
訳

『

言
葉
と
物』

、
新
潮
社
、
一
九
七
四
年
。

(

７)

近
代
的
な
不
可
秤
量
流
体
と
し
て
の
エ
ー
テ
ル
概
念
は
一
九
世
紀
の
後
半
を
も
っ
て
、
ひ
と
ま
ず
役
割
を
終
え
る
。
一
八
六
四
年
に
マ

ク
ス
ウ
ェ
ル

(Jam
es

M
axw

ell,1831-1879)

が
提
唱
し
た
電
磁
場
の
概
念
に
よ
っ
て
、
電
気
や
磁
気
は
場
と
し
て
伝
播
す
る
と
い
う

こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
場

(field)

と
は
不
可
秤
量
流
体
の
ご
と
き
実
体
で
は
な
く
、
い
わ
ば
空
間
の
緊
張
状
態
の
よ
う
な
も
の
で
あ

り
、
離
在
物
体
間
の
作
用
は
場
の
性
質
に
よ
っ
て
直
接
的
に
伝
わ
る
と
さ
れ
た

(

同
時
に
こ
の
と
き
マ
ク
ス
ウ
ェ
ル
の
理
論
に
よ
っ
て
、

電
気
と
磁
気
は
互
い
が
互
い
を
形
成
す
る
電
磁
場
と
し
て
統
合
さ
れ
た)

。
さ
ら
に
、
エ
ー
テ
ル
概
念
を
科
学
思
想
史
の
後
景
へ
と
押
し

や
っ
た
の
は
、
一
八
八
七
年
に
米
国
の
二
人
の
物
理
学
者
マ
イ
ケ
ル
ソ
ン

(A
lbert

M
ichelson,

1852-1931)

と
モ
ー
リ
ー

(Edw
ard

M
orley,1838-1923)

に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
エ
ー
テ
ル
の
実
測
実
験
で
あ
っ
た
。
き
わ
め
て
細
密
に
行
な
わ
れ
た
こ
の
実
験
で
、
エ
ー

テ
ル
は
観
測
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
遠
隔
作
用
と
い
う
〈
力
〉
の
概
念
か
ら
〈
場
〉
の
概
念
へ
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、M

ary
H
esse,

�
��	��


��
�
������

�

�

�
��	���

��
�
	����


�


�
���
�	�

��
�
�

�
������,London,N

elson,1961
(M

ineola
[N

.Y
.],D

over
Publi-

cations,1999)

を
参
照
。
し
か
し
、
か
つ
て
エ
ー
テ
ル
概
念
が
担
っ
た
機
能
の
少
な
く
と
も
一
部
は
、
最
新
の
理
論
物
理
学
に
お
い
て

も

｢

零
点
エ
ネ
ル
ギ
ー｣

や

｢

ヒ
ッ
グ
ス
粒
子｣

な
ど
が
担
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
実
質
的
に
か
つ
て
の
エ
ー
テ
ル
概
念

と
み
な
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
が
今
日
で
も
あ
り
、
エ
ー
テ
ル
概
念
が
完
全
に
消
滅
し
た
と
は
断
言
で
き
な
い
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
次
の
文
献
を
参
照
。Edm

und
W

hittaker,
�
�
������

��
�
�

�

������

��
�
��
��


��
�
��	���	���,R

ev.and

enl.ed,London,N
elson,1951

(

ホ
イ
ッ
テ
ー
カ
ー
、
霜
田
光
一
・
近
藤
都
登
訳

『

エ
ー
テ
ル
と
電
気
の
歴
史』

、
講
談
社
、
一
九
七
六

年
、
上
巻
、
二
頁)

。
竹
内
薫

『｢

場｣

と
は
な
ん
だ
ろ
う』

、
講
談
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
四
一
―
二
四
二
頁
。
大
栗
博
司

『

重
力
と
は

何
か』

、
幻
冬
舎
、
二
〇
一
二
年
。
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(

８)

不
可
秤
量
流
体
の
概
念
史
に
つ
い
て
は
、H

� l� ne
M

etzger,
�
��
����
	�
���



����

��

��
�

��������

����
����,

Paris,
A
lcan,

1930

、
島
尾
永
康

『

物
質
理
論
の
探
究』

、
岩
波
新
書
、
一
九
七
六
年
を
参
照
。
ま
た
、
人
体
と
不
可
秤
量
流
体
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

吉
永
進
一

｢｢

電
気
的｣

身
体

精
妙
な
流
体
概
念
に
つ
い
て｣

、『

舞
鶴
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要』

、
第
三
一
号
、
一
一
三
―
一
二
〇

頁
、
一
九
九
六
年
三
月
が
極
め
て
重
要
な
論
攷
で
あ
る
。

(

９)
M

esm
er

は
ド
イ
ツ
出
身
の
人
物
だ
が
、
動
物
磁
気
治
療
術
に
つ
い
て
は
パ
リ
で
の
活
動
期
が
重
要
で
あ
り
、
本
稿
の
た
め
に
参
照
し

た
メ
ス
メ
ル
の
著
作
も
主
に
仏
語
文
献
で
あ
る
た
め
、
名
前
の
表
記
は
フ
ラ
ン
ス
語
で

｢

メ
ス
メ
ル｣

と
し
、
彼
の
療
術
も

｢

メ
ス
メ
リ

ス
ム｣

と
フ
ラ
ン
ス
式
に
表
記
す
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
我
が
国
で
は
古
く
か
ら
英
語
経
由
で
紹
介
さ
れ
て
き
た
た
め
、｢

メ
ス
マ
ー｣

｢

メ
ス
メ
リ
ズ
ム｣
と
い
う
表
記
も
多
く
な
さ
れ
て
い
る
。

(

10)

メ
ス
メ
リ
ス
ム
を
今
日
の
催
眠
術
に
相
当
す
る
も
の
と
捉
え
、
精
神
医
学
史
の
な
か
に
位
置
づ
け
た
古
典
的
研
究
と
し
て
は
、H

enri

Ellenberger,
�
��
�
��������

��
���
�
����������,N

ew
Y
ork,B

asic
B
ooks,1970

(

エ
レ
ン
ベ
ル
ガ
ー
、
木
村
敏
・
中
井
久
夫
監
訳

『

無
意
識
の
発
見』

、
上
下
巻
、
弘
文
堂
、
一
九
八
〇)

を
参
照
。
ま
た
、
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
欧
州
に
お
け
る

メ
ス
メ
リ
ス
ム
流
行
に
関
す
る
社
会
史
的
研
究
と
し
て
は
、R

obertD
arnton,

�
���
�����


��
���
�
��
��
���
�
���������

���,C
am

bridge

[M
ass.],H

arvard
U
P,1968

(

ダ
ー
ン
ト
ン
、
稲
生
永
訳

『

パ
リ
の
メ
ス
マ
ー』

、
平
凡
社
、
一
九
八
七)

を
参
照
。

(

11)

エ
レ
ン
ベ
ル
ガ
ー
、
前
掲
訳
書
、
上
巻
七
六
頁
。

(

12)

彼
は
そ
の
後
、
ヴ
ィ
ー
ン
を
経
て
ス
イ
ス
の
小
村
に
居
住
し
、
一
八
一
五
年
三
月
に
没
す
る
ま
で
、
静
か
な
余
生
を
送
っ
た
。

(

13)
John

B
ovee

D
ods,

	��
 
�������

��
���
!
������"��

��
�
���
�����

,
N
ew

Y
ork,

1847.

参
照
し
た
版
はN

ew
Y
ork,

Fow
lers

&

W
ells,1854

で
あ
る
。

(

14)
Ibid.p.16.

(

15)

吉
永
、
前
掲

｢｢

電
気
的｣

身
体｣

、
一
一
八
頁
。

(

16)
Janet

O
ppenheim

,
�
��
#
����
$
����%

	"�����
����

��
!
������
�

&
���
���

��
�
���
���

'
(
)
*
+'
,
'
-,

C
am

bridge
[England],
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C
am

bridge
U
P,1985.

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
、
和
田
芳
久
訳『

英
国
心
霊
主
義
の
抬
頭』

、
工
作
舎
、
一
九
九
二
年
、
二
七
三
―
二
七
四
頁
。

(

17)

た
だ
し
、
英
国
に
つ
い
て
い
え
ば
、
エ
リ
オ
ッ
ト
ソ
ン
の
よ
う
に
磁
気
流
体
を
認
め
る
立
場
は
全
体
と
し
て
は
少
数
で
、
一
八
三
〇
―

四
〇
年
代
に
は
多
く
の
医
学
者
が
動
物
磁
気
の
存
在
に
懐
疑
的
で
あ
っ
た
。
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
、
前
掲
訳
書
、
二
七
四
―
二
七
五
頁
を
参

照
。

(

18)
例
え
ば
英
語
でm

esm
erize

(

原
義
は

｢

メ
ス
メ
ル
化
す
る｣

｢

メ
ス
メ
ル
流
の
術
を
施
す｣)

と
い
う
動
詞
は

｢

催
眠
に
か
け
る｣

｢

(

催
眠
術
に
か
け
た
よ
う
に
人
を)

魅
了
す
る｣

と
い
う
意
味
で
今
日
で
も
用
い
ら
れ
る
。

(

19)
P.B

.Shelley,
�
���
����	


�
�
�	��,1820,A

ct
IV

.C
f.

シ
ェ
リ
ー
、
石
川
重
俊
訳

『

鎖
を
解
か
れ
た
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス』

、
岩
波
文

庫
、
一
九
八
二
年
。

(

20)
H
.B

alzac,
�
�
�
�

���,1833.

�
	���


���
��� ��


��
�
�
��
�
�����,Paris,A

.H
oussiaux,1855,tom

e
II,p.362.C

f.

バ
ル
ザ
ッ

ク
、
水
野
亮
訳

｢

こ
と
づ
け｣
、『
知
ら
れ
ざ
る
傑
作

他
五
篇』

、
岩
波
文
庫
、
一
九
二
八
年
。

(

21)

こ
の
よ
う
な
例
は
一
九
世
紀
の
西
欧
文
学
に
無
数
に
見
ら
れ
る
。
文
学
史
に
お
け
る
メ
ス
メ
リ
ス
ム
の
影
響
に
つ
い
て
は
、M

aria
Tatar,

�����
�	���
��	���


��
�
�
�
���
�

���
�
������	��,Princeton

[N
.J.],Princeton

U
P,1978

(

タ
タ
ー
ル
、
鈴
木
晶
訳

『

魔
の
眼
に

魅
さ
れ
て』

、
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
四)
を
参
照
。

(

22)
Ernst

C
assirer,

�	

����
������
	��
�
	� ����

������,

B
erlin,

B
.
C
assirer,

1910
(

カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
、
山
本
義
隆
訳

『

実
体
概
念

と
関
数
概
念』

、
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
九)

。
本
稿
で
はFunktionsbegriff

を

｢

機
能
概
念｣

と
訳
し
た
。

(

23)

そ
の
い
く
つ
か
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、『

以
心
伝
心
術

心
理
応
用』

、『

最
近
接
神
術

原
理
応
用』

、『

嶄
新
催
眠
術』

、『

降
神
術

Spiritism

原
理
応
用』

、『

人
身
磁
力
催
眠
術』

、『

遠
距
離
催
眠
術』

、『

神
通
力
自
在

原
理
応
用』

、『

自
己
催
眠
術
自
在

原

理
応
用』

(

以
上
は
す
べ
て
大
学
館
、
一
九
〇
九)

。
ほ
か
に
複
数
の
英
書
か
ら
渋
江
易
軒
名
で
編
訳
し
た
書
物
に

『

火
星
界
の
実
況

降
神
術
奇
効』

(

大
学
館
、
一
九
一
〇)

が
あ
る
。
渋
江
保
と
メ
ス
メ
リ
ス
ム
に
つ
い
て
は
、
長
山
靖
生

『

奇
想
科
学
の
冒
険』

、
平
凡
社

新
書
、
二
〇
〇
七
年
、
第
六
章
を
参
照
。
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(

24)

赤
川
学

『

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
歴
史
社
会
学』

、
勁
草
書
房
、
一
九
九
九
年
、
一
〇
四
―
一
〇
五
頁
。

(

25)

物
理
学
者
。
イ
ェ
ー
ル
大
卒
。
一
八
七
六
年
、
東
京
開
成
学
校

(

翌
年
、
東
京
大
学
に
改
組)

教
授
補
。
一
八
七
九
年
、
東
京
大
学
教

授
。
一
九
〇
一
年
、
東
京
帝
国
大
学
総
長
。
東
大
初
の
日
本
人
物
理
学
教
授
。

(

26)
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
一
柳
廣
孝

『〈

こ
っ
く
り
さ
ん
〉
と
〈
千
里
眼
〉

日
本
近
代
と
心
霊
学』

、
講
談
社
、
一
九
九
四
年
に
詳

し
い
。

(

27)

以
下
、
明
石
の
伝
記
的
事
項
は
次
の
三
書
に
依
拠
し
て
い
る
。
田
中
緑
江

『

明
治
文
化
と
明
石
博
高
翁』

、
明
石
博
高
翁
顕
彰
会
、
一

九
四
二
年
、
一
―
二
四
六
頁
、
三
四
三
―
三
五
〇
頁
。
田
中
聡

『

怪
物
科
学
者
の
時
代』

、
晶
文
社
、
一
九
九
八
年
、
三
五
―
五
二
頁
。

朝
日
新
聞
社
編

『
朝
日

日
本
歴
史
人
物
事
典』

、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
四
年
、
項
目

｢

明
石
博
高｣

(

村
上
陽
一
郎
執
筆)

。
な
お
、

明
石
に
つ
い
て
は
、
次
の
拙
稿
が
あ
る
。O
K
U
M

U
R
A

D
aisuke,

�Portraitof
a
scientific

Shint� ist:A
kashiH

iroakira
(1839-1910)�,

�
�����	

�


��
���,issue

48,p.8,D
ec.2011

(

た
だ
し
、
こ
の
論
攷
に
は
掲
載
誌
の
編
集
上
の
問
題
が
あ
り
、
次
に
示
す
ウ
ェ
ブ
ペ
ー

ジ
に
補
足
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。http://d.hatena.ne.jp/clair-de-lune/20111227/)

。

(

28)

オ
ラ
ン
ダ
出
身
の
医
師
。
一
八
六
二
年
、
幕
府
の
招
き
を
受
け
て
来
日
、
長
崎
養
生
所
教
頭
。
一
八
六
六
年
に
教
頭
を
離
任
、
帰
国
。

一
八
六
七
年
に
再
来
日
。

(

29)

オ
ラ
ン
ダ
出
身
の
化
学
者
。
幕
府
の
招
聘
に
よ
り
一
八
六
六
年
よ
り
、
精
得
館

(

旧
・
長
崎
養
生
所)

附
置
の
分
析
窮
理
所

(

化
学
教

室)

で
化
学
を
教
え
る
。

(

30)

ド
イ
ツ
出
身
の
科
学
者
・
技
師
。
一
八
六
八
年
、
来
日
。
一
八
七
〇
年
、
有
田
で
陶
芸
の
指
導
に
あ
た
っ
た
後
、
大
学
南
校
に
招
か
れ

る
。
一
八
七
三
年
ヴ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
の
日
本
顧
問
と
し
て
渡
欧
。
一
八
七
八
年
、
京
都
府
に
招
か
れ
る
。
一
八
八
一
年
か
ら
東
京

大
学
教
員
、
一
八
八
四
年
か
ら
東
京
職
工
学
校
教
員
を
歴
任
。
な
お
、
こ
の
人
物
の
姓
は
我
が
国
で
長
ら
く

｢

ワ
グ
ネ
ル｣

と
表
記
さ
れ

る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。

(

31)

オ
ー
ス
ト
リ
ア
出
身
の
医
師
。
京
都
府
療
病
院
で
は
解
剖
学
、
病
理
学
、
精
神
医
学
な
ど
を
講
ず
る
。
な
お
、
こ
の
人
名
は
、
我
が
国
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で
長
ら
く

｢

ヨ
ン
ケ
ル｣

あ
る
い
は

｢

ユ
ン
ケ
ル｣

と
表
記
さ
れ
て
き
た
。

(

32)

田
中
緑
江
、
前
掲
書
、
二
八
二
―
二
八
七
頁
所
収
。

(
33)

同
書
、
二
八
三
頁
。
原
文
の
ル
ビ
を
一
部
省
略
。

(

34)
同
書
、
二
八
五
頁
。
原
文
の
ル
ビ
を
一
部
省
略
。

(

35)

同
書
、
三
〇
五
―
三
〇
七
頁
所
収
。

(

36)

以
下
、
引
用
中
の

[
]

内
の
漢
字
転
写
は
引
用
者
に
よ
る
。『

造
化
経』

の
原
文
は
す
べ
て
平
仮
名
で
書
か
れ
て
い
る
。

(

37)

田
中
緑
江
、
前
掲
書
、
三
〇
五
頁
。

(

38)

同
書
、
二
八
三
頁
。
原
文
の
ル
ビ
を
一
部
省
略
。

(

39)

田
中
聡
、
前
掲
書
、
四
七
頁
。

(

40)

明
石
の
テ
ク
ス
ト
に
よ
る
と
、
厳
密
に
は

｢

所
謂
睡
眠
術
、
催
眠
術
、
魔
睡
術
、
睡
遊
術
、
磁
気
睡
眠
方
、
奪
知
方
、
憑
拠
術

[

…]

も
此
鎮
神
術
の
一
派
に
属
す｣
｢
催
眠
、
魔
睡
等
は
鎮
神
術
を
施
行
す
る
、
或
る
状
態
に
置
い
て
前
行
す
る
一
の
方
術｣

と
あ
り

(

田
中

緑
江
、
前
掲
書
、
二
九
四
頁)

、
一
応
、
鎮
神
術
と
催
眠
術
は
別
物
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
広
い
意
味
で
の
催
眠
術
的
な
手
法
で
あ

る
こ
と
は
、
そ
の
前
後
の
記
述
か
ら
し
て
も
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。

(

41)

田
中
緑
江
、
前
掲
書
、
二
九
四
頁
。

(

42)

同
書
、
二
九
六
頁
。

(

43)

同
書
、
二
九
六
頁
。

(

44)

同
書
、
二
九
二
―
二
九
四
頁
。
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
こ
の
書
に
載
録
さ
れ
て
い
る
の
は
冒
頭
の
一
部
と
目
次
の
み
で
あ
り
、
目
次
に

対
応
す
る
本
文
の
全
て
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
草
稿
そ
の
も
の
の
行
方
も
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
現
状
で
は
こ
こ
に
言
及

し
た
項
目
の
本
文
該
当
箇
所
を
参
照
で
き
な
い
。

(

45)

そ
の
混
同
の
原
因
が
、
概
念
の
弁
別
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
か
ら
な
の
か
、
そ
れ
と
も
マ
ク
ス
ウ
ェ
ル
の
電
磁
場
理
論

(

一
八
六
四)
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が
い
ち
早
く
伝
わ
っ
て
、
動
物
磁
気

メ
ス
メ
リ
ス
ム

と
動
物
電
気

ガ
ル
ヴ
ァ
ニ
ス
ム

の
間
に
混
乱
を
招
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
西
欧
で
も
大
衆
的
に
は
混
同
さ
れ
、
あ
る
い

は
類
似
の
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
た
両
概
念
の
交
錯
が
そ
の
ま
ま
移
入
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
現
時
点
で
は
充
分
な
調
査
が
な
さ
れ
て

い
な
い
。

(

46)
源
内
お
よ
び
甫
周
に
つ
い
て
は
、
田
邉
信
太
郎
・
島
薗
進
・
弓
山
達
也
編

『

癒
し
を
生
き
た
人
々』

、
専
修
大
学
出
版
局
、
一
九
九
九

年
、
二
三
〇
―
二
三
一
頁
を
参
照
。
象
山
に
つ
い
て
は
、
東
徹『

佐
久
間
象
山
と
科
学
技
術』

、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
三
年
、
一
九
八
―

二
三
〇
頁
を
参
照
。

(

47)
Stanley

Finger,
�B

enjam
in

Franklin
and

the
Electrical

C
ure

for
D
isorders

of
the

N
ervous

System
�,

in
�
����	



���

��
�



���
���,Ed.by

H
arry

W
hitaker

etal.,N
ew

Y
ork,Springer,2007.

(

48)

斯
界
の
準
古
典
的
な
概
説
書
と
な
っ
て
い
る
荒
俣
宏

『

世
界
神
秘
学
事
典』

(

平
河
出
版
社
、
一
九
八
一)

、
井
村
宏
次

『

霊
術
家
の
饗

宴』
(

心
交
社
、
一
九
八
四)
な
ど
に
も
、
そ
の
名
は
拾
わ
れ
て
い
な
い
。

(

49)

田
邉
信
太
郎
解
説
、
壮
神
社
、
全
四
巻
＋
解
説
付
録
、
一
九
九
〇
年
。
大
宮
司
朗
解
説
、
八
幡
書
店
、
全
一
巻
、
一
九
九
〇
年
。
本
稿

で
は
壮
神
社
版
を
引
用
底
本
と
し
た
。

(

50)

本
稿
で
松
本
の
生
没
年
を
一
八
七
二
―
一
九
四
二
と
し
た
根
拠
は
、
国
立
国
会
図
書
館O

PA
C

の
人
物
デ
ー
タ
、
な
ら
び
に
田
邉
信

太
郎

『

闇
の
知
の
跋
渉

松
本
道
別
の
痕
跡』

(
松
本
道
別

『

霊
学
講
座』

復
刻
版
付
録
、
壮
神
社
、
一
九
九
〇)

に
よ
る
。
本
名
が

順
吉
で
あ
る
こ
と
は
、
田
邉
、
同
書
、
三
六
―
三
七
頁
。
以
下
、
松
本
の
来
歴
に
つ
い
て
は
、
松
本
自
身
の
記
述

(

主
著

『

霊
学
講
座』)

に
加
え
、
田
邉
、
前
掲
書

(

一
九
九
〇)

に
依
拠
し
て
い
る
。

(

51)

松
本
別
道
講
述

『

霊
学
講
座』

、
第
三
冊
学
理
篇
、
一
頁
。｢
早
稲
田
の
学
園｣

と
あ
る
の
は
、
早
稲
田
大
学
の
こ
と
か
。
同
大
学
は
一

八
八
二
年

(

明
治
一
五
年)

、
東
京
専
門
学
校
と
し
て
開
校
。
一
九
〇
二
年

(

明
治
三
五
年)

に
早
稲
田
大
学
と
改
称
。

(

52)

同
書
、
同
頁
。

(

53)

ほ
ぼ
同
時
期
、
大
杉
栄

(

一
八
八
五
年

[

明
治
一
八]

―
一
九
二
三
年

[

大
正
一
二])

が
や
は
り
兇
徒
聚
集
罪
で
投
獄
さ
れ
て
い
る
。
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な
お
松
本
は
大
杉
や
福
田
英
子
と
い
っ
た
社
会
主
義
者
と
交
流
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る

(

田
邉
、
前
掲

『

闇
の
知
の
跋
渉』

、
一
四
頁)

。

(

54)

当
時
、
日
本
で
最
初
の
進
化
論
に
つ
い
て
の
啓
蒙
書
、
丘
浅
次
郎

『

進
化
論
講
話』

(

開
成
館
、
初
版
一
九
〇
四)

が
刊
行
さ
れ
た
直

後
で
あ
り
、
進
化
論
は
い
わ
ば
最
先
端
科
学
で
あ
っ
た
。

(

55)
松
本
、
前
掲

『

霊
学
講
座』

、
第
三
冊
学
理
篇
、
四
―
五
頁
。

(

56)

松
本
、
同
書
、
六
頁
。

(

57)

岡
田
と
岡
田
式
静
坐
法
に
つ
い
て
は
小
堀
哲
郎

｢

坐

岡
田
と
岡
田
式
静
坐
法｣

、
田
邉
ほ
か
編
、
前
掲

『

癒
し
を
生
き
た
人
々』

所
収
を
参
照
。
田
中
と
太
霊
道
に
つ
い
て
は
、
吉
永
進
一

｢

太
霊
と
国
家

太
霊
道
に
お
け
る
国
家
観
の
意
味｣

、『

人
体
科
学』

誌
、

人
体
科
学
会
、
第
一
七
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
八
年
六
月
、
三
五
―
五
一
頁
を
参
照
。

(

58)

松
本
、
前
掲

『

霊
学
講
座』

、
第
一
冊
例
言
、
一
頁
。
以
下

『

霊
学
講
座』

引
用
文
の
強
調
は
す
べ
て
原
文
に
よ
る
。
な
お
原
文
で
は

強
調
圏
点
と
し
て
黒
ビ
ュ
レ
ッ
ト

(

・)

と
白
ビ
ュ
レ
ッ
ト

(

�)

が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
弁
別
は
必
ず
し
も
重
要
と
は
思
わ
れ

な
い
の
で
、
以
下
、
引
用
に
際
し
て
は
こ
れ
ら
を
区
別
せ
ず
、
黒
ゴ
マ
点

(

、)

で
統
一
す
る
。

(

59)

松
本
、
前
掲

『

霊
学
講
座』

、
第
三
冊
学
理
篇
、
八
頁
。

(

60)

同
書
、
同
頁
。

(

61)

同
書
、
九
頁
。

(

62)

同
書
、
九
―
一
〇
頁
。
た
だ
し
、
こ
の
実
験
に
は
不
備
が
あ
っ
た
こ
と
に
や
が
て
松
本
は
気
が
つ
く
。
同
書
、
三
二
頁
参
照
。

(

63)

経
済
学
者
。
帝
大
卒
。
一
八
八
六
年
、
帝
大
法
科
大
学
教
授
。
一
八
九
八
年
、
同
大
農
科
大
学
教
授
。

(

64)

松
本
、
前
掲

『

霊
学
講
座』

、
第
三
冊
学
理
篇
、
一
一
頁
。

(

65)

同
書
、
一
三
頁
。

(

66)

同
書
、
一
五
―
一
六
頁
。
こ
こ
で
彼
が
西
欧
の
科
学
者
の
心
霊
研
究
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
英
国
で
一
九
世
紀
半
ば
か
ら
二
〇
世
紀
初

頭
に
、
ク
ル
ッ
ク
ス

(Sir
W

illiam
C
rookes,1832-1919)

や
ウ
ォ
ー
レ
ス

(A
lfred

W
allace,1823-1913)

と
い
っ
た
名
だ
た
る
科
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学
者
た
ち
を
も
巻
き
込
ん
だ
、
心
霊
主
義
思
潮
を
指
す
と
推
測
さ
れ
る
。
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
、
前
掲

『

英
国
心
霊
主
義
の
抬
頭』

参
照
。

(

67)

松
本
、
前
掲

『

霊
学
講
座』

、
第
三
冊
学
理
篇
、
一
七
―
三
一
頁
。

(
68)

同
書
、
一
八
頁
。

(

69)
同
書
、
三
三
頁
。

(

70)

同
書
、
四
一
頁
。

(

71)

同
書
、
四
四
頁
。
こ
の
あ
た
り
は

｢

放
射
能｣

と
い
う
語
が

｢

放
射
線｣

の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
松
本
が
人
体
ラ
ヂ
ウ

ム
と
人
体
放
射
能
を
同
一
だ
と
す
る
場
合
、
人
体
放
射
能
は

｢

人
体
放
射
能
物
質

(

人
体
放
射
性
物
質)｣

の
意
味
で
用
い
て
い
る
と
理

解
し
た
い
。

(

72)

同
書
、
一
四
頁
。

(

73)

同
書
、
四
七
頁
。

(

74)

そ
し
て
引
用
後
段
の
霊
憑
・
霊
媒
と
い
っ
た
記
述
は
明
ら
か
に
エ
リ
オ
ッ
ト
ソ
ン
ら
の
系
統
の
英
国
心
霊
主
義
を
念
頭
に
置
い
て
い
る

と
推
測
さ
れ
る
。
松
本
、
前
掲

『

霊
学
講
座』

、
第
四
冊
帰
神
交
霊
篇
、
一
三
頁
に
は

｢

英、
国、
心、
霊、
研、
究、
協、
会、
の
浩
瀚

こ
う
か
ん

な
る
報
告
書｣

を

参
照
し
た
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

(

75)

今
日
で
も
放
射
能
泉
の
例
の
よ
う
に
、
低
線
量
放
射
線
は
人
体
の
細
胞
を
活
性
化
し
、
健
康
上
の
有
益
性
が
あ
る
と
す
る
主
張
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
効
果
を
〈
放
射
線
ホ
ル
ミ
シ
ス
〉
と
呼
ぶ
。
ホ
ル
ミ
シ
ス
学
説
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
。
堂
前
雅
史

｢

放
射
線
ホ
ル
ミ
シ
ス
効
果｣

、『

生
物
学
史
研
究』

、
第
六
八
号
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月
、
五
七
―
五
九
頁
。
原
爆
投
下
以
前
の
日
本
人
が

原
子
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
放
射
線
、
放
射
性
物
質
な
ど
を
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
未
解
明
な
部
分
が
多
い
。

次
の
論
攷
は
投
下
前
の
原
爆
の
イ
メ
ー
ジ
を
通
し
て
、
戦
前
日
本
に
お
け
る
核
の
表
象
を
分
析
し
た
貴
重
な
研
究
で
あ
る
。N
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(

76)

た
だ
し
、
実
体
論
／
機
能
論
の
対
立
の
な
か
で
と
ら
え
う
る
概
念
枠
自
体
が
、
当
時
の
メ
ス
メ
リ
ス
ム
を
め
ぐ
る
言
説
空
間
に
は
必
ず

し
も
明
確
に
は
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
と
み
る
べ
き
可
能
性
は
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
般
的
に
、
唯
物
論
と
か
心
霊
論

と
い
っ
た
概
念
枠
は
す
で
に
明
治
期
に
存
在
し
て
い
た
が
、
そ
の
概
念
枠
と
メ
ス
メ
リ
ス
ム
言
説
の
当
事
者
た
ち
が
、
ど
の
程
度
接
近
し

て
い
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
さ
ら
に
繊
細
な
分
析
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
本
稿
で
は
明
治
前
期
と
昭
和
前
期
に
そ
れ
ぞ
れ
活
躍
し

た
人
物
を
論
じ
た
が
、
両
者
の
主
た
る
活
動
期
に
は
三
〇
年
ほ
ど
の
隔
た
り
が
あ
り
、
歴
史
的
背
景
も
自
ず
と
異
な
っ
て
く
る
。
そ
の
あ

た
り
の
差
異
の
分
析
も
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
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